
令和６年度(2024年度)【第２回】人権文化のまちづくりをすすめる協議会 

次  第 

 

日時：令和 6年(2024年) 10月 7日(月) 18時～19時 20分 

     会場：豊中市立人権平和センター豊中 ２階大集会室 

 

【案件】 

１．庁内各審議会委員就任者向けの人権啓発について 

 

 

２．多文化共生指針の取組み状況について 

 

 

３．人権平和センターの取組みについて 

 

 

４．その他 

（１）平和展示室企画展について 

 

 

 

 

【資料】 

(資料１-１) 人権啓発リーフレット企画書 

(資料１-２) 人権啓発リーフレット案「人権問題の基礎知識（仮）」 

(資料２-１) 令和 5年度（2023年度）豊中市多文化共生指針に基づく施策の進捗状況調査概要 

(資料２-２) 豊中市やさしい日本語啓発事業 

(資料３)  相談及び人権平和啓発事業 

(参考１)  令和 5年度（2023年度）多文化共生指針関連事業等実施状況調査回答票 

(参考２)  沖縄市の沖縄戦～戦さ世の少年少女たち～（平和展示室企画展） 
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人権啓発リーフレット企画書 

 

１．背景 

・過去に市の審議会において、委員から人権への配慮を欠いた発言があった。 

・今年度から全審議会委員へ「審議会等における人権に対する配慮について」

を送付している。 

 

２．目的 

・人権課題に対する理解を深めてもらう。 

 ⇒ 人権尊重の視点を大切にした議論をしてもらう 

 

３．対象 

・全審議会委員 

各事務局を通じて、就任中の全委員へ送付。 

・その他（民生・児童委員等） 

出前講座等で配付。 

 

４．内容 

・各人権課題について、「知っておいてほしいこと」を中心にまとめる。 

  【取りあげる人権課題】 

   ・女性（男女共同参画） 

・子ども 

・障害のある人 

・同和問題 

・外国人 

 

 ※リーフレットには簡潔に記載し、二次元バーコードからホームページへ 

誘導する。 

  併せてリンク先のホームページの内容を見直し、充実させる。 

 

資料１-１ 



2 

５．スケジュール 

内容 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 

課内チーム会議 ① ②③④ ⑤⑥ ⑦  ⑧ ⑨ ⑩ →完成  

人権文化のまちづくりをすすめる協議会    
意見聴取 

（7 日） 

意見聴取 

（メール） 
 報告 

庁内照会    照会① 照会②   

周知       
総務担当 

課長会 

 

 



人権問題の基礎知識（仮）

豊中市 市民協働部人権政策課

令和６年(2024年)●月作成

資料１-２（案）
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部落差別（同和問題）
部落差別は昔の問題ではなく、今現在、起こっている問題です。部落差別・同和問題を知らないことによって差別を見過

ごしてしまったり、無意識のうちに差別に加担してしまったりすることがないようお願いします。

・「現在もなお部落差別が存在する」ことは法律に示されています。

・市内でも、差別落書きや差別発言などがいまだに起こっています。

・インターネット上には部落差別を助長・拡大する情報が掲載されて

います。

・同和問題は教えないことによって自然に解決することはありません。

・同和地区に対する国の特別対策は、優遇ではなく格差を是正するため

に取り組んだもので、平成14年(2002年)に終了しています。

差別を助長・拡大するような発言（ 「部落は避けたほうがいい」、マイナスイメージと結びつけて「やっぱり部落

は○○だ」など）等をしていないか、自分の中に差別意識は潜んでいないか、定期的に振り返りをお願いします。

差別や偏見に同調しないよう、同和問題を知り、差別をしない・許さないための行動をお願いします。

部落差別の現状と知ってほしいこと 差別や偏見の例

・結婚やつき合う相手、引っ越し先として避ける

・差別の意図の有無に関わらず、インターネット

上の差別的な情報やうわさ話を信じ、拡散して

しまう

・同和地区（≒被差別部落）がどこか興味本位で

知ろうとする

→ アウティング（暴露）につながる

「部落差別解消推進法」

（市ホームページ）

啓発動画「部落差別ってなに？」

（市ホームページ）
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女性
女性の社会参加や活躍の機会が奪われることはあってはなりません。日本国憲法や世界人権宣言は男女の同権・平等を定

め、「女子差別撤廃条約」は社会の様々な場面における女性差別の禁止を求めています。今後も、積極的に取り組むべき

課題があります。

・「男は仕事、女は家庭」といった男女の役割を固定的に
捉える意識が社会に根強く残っており、このことが家庭や
職場において様々な男女差別を生む一因となっています。

・性犯罪・性暴力、配偶者からの暴力（DV）、職場におけ
るセクシュアルハラスメントや妊娠・出産等を理由とする
不利益な取扱い等の問題も近年多発しています。

・雇用の分野においては、管理職に占める女性の割合が少
ない、男女の賃金格差の問題 など

女性の人権問題の現状と知ってほしいこと 女性の人権問題の例

 無意識の思い込み（アンコンシャスバイアス）による例（職場
等）

・子育て中の女性は出張ができない、責任のある仕事を任せられ
ない。

・女性は感情的になるから話し合いが進まないと考える。

→ 配慮しているつもりでも性別による無意識の思い込みとなり
ます。まず は、自分の中にある「無意識の思い込み」について
意識することが大切です。

豊中市では「第3次豊中市男女共同参画計画」を策定し、男女共同参画社会の実現に向けて総合的な施策を推進していきます。

「第３次豊中市男女共同参画計画」市ホームページ→
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言語、宗教、文化、習慣等の違いから、外国人をめぐって、さまざまな人権問題が発生しています。

日本人と外国人がお互いの文化の違いを理解・尊重し、偏見や差別をなくしていく必要があります。

外国人が経験したことや、身の回りで見聞きしたことで、

人権問題だと思ったこと

・ 風習や習慣などの違いが受け入れられないこと

・ 就職・職場で不利な扱いを受けること

・ 職場、学校などで嫌がらせやいじめを受けること

・ アパートなどへの入居を拒否されること、

・宿泊施設の利用や、店舗などへの入店を拒否されること

・ 交際や結婚を反対されたこと

・ じろじろ見られたり、避けられたりすること

（内閣府「人権擁護に関する世論調査」（令和4年8月調査））

問題の解消には、国籍やルーツにかかわらず、さまざまな文化的背景を持ったすべての人が、人権尊重を基調に、お互いを理解し合い、

対等な関係を築きながら、地域社会の構成員として共に暮らす多文化共生のまちづくりが求められます。

豊中市では、「多文化共生指針」を策定し、多文化共生のまちづくりに取り組んでいます。

外国人の人権問題の現状と知ってほしいこと 外国人の人権問題の例

特定の国の出身者であること又はその子孫であることのみを理由に、日本社
会から追い出そうとしたり危害を加えようとしたりするなどの一方的な内容
の言動が、 一般に「ヘイトスピーチ」と呼ばれています。

≪ ヘイトスピーチ ≫

(1)特定の⺠族や国籍の人々を、合理的な理由なく、一律に排除・排斥することをあおり立
てるもの

「○○人は出て行け」、「祖国へ帰れ」 など

(2) 特定の⺠族や国籍に属する人々に対して危害を加えるとするもの

「○○人は殺せ」、「○○人は海に投げ込め」 など

(3) 特定の国や地域の出身である人を、著しく見下すような内容のもの

特定の国の出身者を、差別的な意味合いで昆虫や動物に例えるもの など

などは、それを見聞きした方々に、悲しみや恐怖、絶望感などを抱かせるものであり、
決してあってはならないものです。

「豊中市多分化共生指針」
市ホームページ

外国人
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参考リンク

・市の都市宣言（市ホームページ）

https://www.city.toyonaka.osaka.jp/joho/shoukai/gaiyou/toshisengen.html

・人権啓発パネル（市ホームページ）

https://www.city.toyonaka.osaka.jp/jinken_gakushu/jinken/panel/2019panel/index.html

・じんけん自己診断（法務省ホームページ）

https://www.moj.go.jp/JINKEN/SHINDAN/index.html

・ヘイトスピーチ、許さない。（法務省ホームページ）

（本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律）

https://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken04_00108.html
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【豊中市の外国人市民の状況】（令和 6年 3月末現在） 

・市内在住 7,211人（昨年度より 355人増） 

・上位５か国・地域  中国 2,080人  韓国 1,846人  ベトナム 1,036人 

フィリピン 309人  ネパール 277人 

  

【進捗状況調査の趣旨】 

豊中市多文化共生指針(平成 26 年 2 月策定)に基づく令和 5 年度の施策実施状況を把握し､  

今後の施策展開の参考とするため､施策毎の主な取り組み､成果・課題を明らかにするもの。 

【指針の位置づけ】 
多文化共生のまちづくりを総合的に推進していくための基本目標や取り組みの方向性を示す

｢第４次豊中市総合計画｣の分野別計画として位置づけている。 

 

 

【施策体系毎の取組み概要】 

基本目標１．人権尊重の文化が根づくまち 

１－(１)人権尊重・多文化共生の意識づくり 

市の業務を受託している事業者を対象とする人権問題事業者学習会や市民を対象とした人

権文化まちづくり講座などの実施し、人権意識を育む場を提供しました。 

また、市内学校園に多文化共生教育を推進するため、国際理解教育の授業に講師を派遣する

など教育分野における取組みも行われています。 

１－(２)国際理解の充実と国際教育の推進 

   国際理解教育の一環として、希望する小学校の３年生以上を対象に、地域在住の外国人ボ

ランティアの協力による外国語体験活動を実施しました。 

  子育て中の外国人を対象とした日本語教室「おやこでにほんご」を、市内３か所の図書館（岡

町、庄内、千里）との共催で開催し、子育て中の外国人とボランティア（ボランティアも子育

て中）の交流が生まれ、互いの国の文化などを理解する機会になりました。 

１－(３)ルーツの尊重 

外国にルーツを持つ人が、そのアイデンティティを確立できるよう、それぞれの言語・文化

を学ぶ機会として「子ども母語教室」を実施しました。また、教育分野では、韓国・朝鮮にル

ーツを持つ子どもを対象に、自国の文化や言葉等を学ぶことによって民族的自覚などが養われ

るよう、夏期学校（ハギハッキョ）及びハギハッキョキャンプを実施しました。 

 

 

令和 5年度(2023年度)豊中市多文化共生指針に基づく施策の進捗状況調査概要 

資料２-１ 
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【今後の取り組み】 

令和 4年に行われた内閣府の「人権擁護に関する世論調査」では、日本に居住している 外

国人が「風習や習慣などの違いが受け入れないこと」などを人権問題と感じているとしていま

す。多文化共生のまちづくりを進めるにあたっては、これらの問題の解消に向けた取組みが必

要であることから、さまざまな機会を通じ、引き続き、人権意識を育む機会の提供を行います。 

今後も、本市における国際交流の拠点施設であるとよなか国際交流センターを中心に、  

講習会やセミナー、学びの場の提供を通じ、国際理解の充実等を図ります。 

 

 

基本目標２．外国人市民が安心して暮らせるまち 

２－(１)情報発信・案内表示・相談支援体制の充実 

  生活に必要な情報や手続きを記載した、多言語版「生活ガイドブック」（日本語、英語、韓

国・朝鮮語、中国語、ベトナム語）を作成し、転入された外国人市民への各種行政手続きに関

する相談等に使用しています。また、市のホームページでは８言語の自動翻訳（英語、韓国・

朝鮮語、中国語、スペイン語、ポルトガル語、タガログ語、タイ語、インドネシア語）に対応

しているほか、外国人市民向けの情報配信ページを開設しています。とよなか国際交流センタ

ーでは、LINEや Facebook に加え Instagramに情報配信を開始しました。 

市のコールセンターでは、５言語（英語、韓国・朝鮮語、中国語、スペイン語、ポルトガル

語）に対応しています。 

行政サービスの情報提供や相談に応じるため、市政案内・相談窓口を設置し、必要に応じ、

通訳派遣を行っています。また、とよなか国際交流センターでは生活上の問題など、外国人  

市民のための相談サービスを行っています。 

２－(２)日本語や社会制度などの学習支援 

外国人市民が参加しやすいよう、参加できる日時や場所、目的やレベルなどニーズに応じ、

さまざまな日本語学習支援を行っています。また、相談サービス等から抽出された課題をテー

マに、セミナーを実施。地域社会で支障なく生活できるよう、日本の社会制度、文化、生活   

習慣などの理解につながる情報を効果的に提供しています。 

２－(３)就学の保障と学習支援 

  外国にルーツを持つ子ども（小学生～高校生）を対象に、学習支援・居場所づくりとしてサン

プレイス事業を実施しました。 

  教育分野では、帰国・渡日児童生徒で、日本語の習得が不十分なために学校生活に支障があると

考えられる場合に、学校への通訳派遣や、日本語の習得に向けた「こども日本語教室」を行ってい

ます。また、将来の進路選択に必要な情報を得られるよう、多言語進路ガイダンスを実施して

います。 
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２－(４)生活支援体制の充実 

日本語の理解が困難な外国人市民に、通訳派遣を行っている外国人支援団体等へ補助金を 

交付する事業を新たに開始しました。 

 外国にルーツを持つ就学前の子どもたちを対象が、保育を通じて社会性を身につけることを

目的に、多文化子ども保育「にこにこ」を実施しました。 

子育て支援センターでは、こんにちは赤ちゃん事業(乳幼児全戸訪問事業)において、訪問案

内を多言語化するなど、外国人保護者の子育て支援に努めています。 

適正な雇用・労働環境を確保するため、就労相談コーディネーターを配置しての就労相談を

実施し、必要に応じて市の地域就労支援センターと協働で相談を行っています。 

災害などに備え、外国人市民を対象に「外国人のための防災セミナー」や豊中市消防局の  

協力による消防セミナーを開催したほか、神崎川流域合同防災訓練、庄内校区自主防災会の避

難所開設訓練に参加しました。 

 

【今後の取組み】 

外国人市民が抱える問題は複雑かつ多様化しています。また、今後、増加が見込まれるひと

り暮らしの外国人高齢者への支援の在り方など、新たな問題も生じています。加えて子育て 

中の外国人や帰国・渡日児童生徒とその保護者への支援など、さまざまなニーズに応じた支援が

求められています。引き続き、現在の事業を継続しつつ、とよなか国際交流センターを中心に、

関係機関及び弁護士等の専門家とも連携しながら、新たな問題解消に向けた取り組みを検討し

ます。また、地震等の災害時に外国人市民への支援を円滑に行えるよう、防災訓練への参加や

地域住民との交流の場の提供、災害における効率的な情報配信など、災害時の支援体制の充実

を図ります。 

行政情報が的確に伝わるよう、情報の多言語化や、やさしい日本語の活用など誰にも情報が

届きやすくするように努めます。 

 
 

基本目標３．多文化共生をみんなで進めるまち 

３－(１)多文化共生を進める人材育成とネットワークづくり 

とよなか国際交流センターでは、持続可能なひとづくり事業として、ボランティア経験者を

対象とした研修や、新たなボランティアを育成するための講座などを行いました。また、ボラ

ンティアが活動に継続して参加しやすいように、フォローアップ研修を行うなど、持続的に参

加できるための取組みも行っています。ネットワークづくりでは、地域で多文化共生に取り組

む団体等で構成された「多文化まなびあいネット」で防災をテーマに研修会及び意見交換を行いま

した。また、地域福祉ネットワーク会議への参加など福祉分野との連携や府内の国際交流協会

で構成される「国際交流協会ネットワークおおさか」への参加、大阪弁護士会との共催による

相談会の実施など、さまざまな分野との連携を進めています 

西宮市、尼崎市、豊中市、吹田市の４市で構成される中核市ネットワーク（NATS）の多文化

共生の分野の担当課及び国際交流協会で構成された会議に参加し、情報交換を行ったほか、災害 

時における多言語支援センター設置訓練を協働で行うなど、事業面での協力を行いました。 
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３－(２)市政や地域社会への参画促進 

外国人市民の意見を聴取し、市政に反映させることを目的に設置された「外国人市民会議」

のを開催し、「子育てしやすいまちづくりと国際理解を深めるために」をテーマに外国人市民

が主体となって意見交換が行われました。 

【今後の取組み】 

多文化共生の推進に関する取組みの多くは、ボランティアに支えられています。そのため継

続的に関わってもらえるボランティアの方や、新たなボランティアの育成が求められます。引

き続き、持続可能なひとづくり事業を進め、多文化共生を進める人材育成に取り組みます。 

ネットワークづくりでは、とよなか国際交流センターを中心にさまざまな分野、機関などと

の連携が増え、新たな事業に反映されています。今後も、これまで築かれたネットワークを  

継続し、情報共有を密に行いながら、相談サービスや外国人市民会議などで得られた課題や 

意見などに対し、外国人市民のニーズに応じた取り組みを進めていきます。 

 

 

基本目標４．国際感覚にあふれたまち 

４－(１)姉妹都市交流の推進 

姉妹都市交流については、市民や団体、企業が会員となって設立された協会の事務局を行政

が支援しており、市民主体の交流を推進しています。令和 5 年度には、姉妹都市提携 60 周年

を迎え、記念事業として、アメリカ・サンマテオ市との少年野球親善試合等を開催しました。 

４－(２)国際協力の推進 

国際協力事業団では年間４回の青年海外協力隊及びシニア海外ボランティアの派遣を行っ

ており、出発時には隊員の住む自治体に表敬訪問をしています。令和５年度は４人の方が表敬

訪問に来られました。 

とよなか国際交流センターの登録グループとなっている、国際協力活動団体に対して、活動

紹介冊子の作成や施設利用の優遇措置を行うなど団体の活動に対する支援を行いました。  

４－(３)魅力あふれるとよなかの再発見 

昨年度に引き続き、国際理解教育などの事業に、地域に暮らす外国人市民を講師として派遣

しました。また、子ども国際事業の「おまつり地球一周クラブ」などでも地域に住む外国人を

講師として招き、地域住民との交流や情報発信の機会となりました。 

 

【今後の取組み】 

  国際感覚あふれるまちの推進にあったては、さまざまな国際交流・協力活動を行っている市民団

体等との連携や情報共有を進める必要があります。引き続き、とよなか国際交流センターの登録グ

ループとして自主的な国際協力活動を行っている団体への支援を行うとともに、登録グループとの

連絡会議等の開催を通じ、情報共有を行っていきます。  

  



豊中市やさしい日本語啓発事業 

（受託者：公益財団法人とよなか国際交流協会） 

 

 

＜１．事業の目的＞ 

生活に必要な情報の入手やコミュニケーションを円滑に行うために有効とされている「やさしい日本

語」の啓発を、市民や事業者等に行うことで、外国人をはじめ、子どもや高齢者、障害者等、誰もが住み

よい多文化共生のまちづくりを推進することを目的に実施する。 

  

＜２．取組内容＞ 

［１］やさしい日本語の教材の作成 

○ 検討委員会を設置し、やさしい日本語の 専門家

（地域における日本語教育、三重県 伊賀市、大阪市

生野区等）の知見＆イラストレーター・デザイナー 

の取り入れながら作成する。 

《方向性》 

「やさしい日本語」になじみのない方に、スキルや知

識重視ではなく、まずは手に取ってもらって読んでも

らえるもの、自分でも何とかなりそう！と思ってもら

えるようなもの作成する。 

（11月中旬納品の見込み） 

○ 教材に加えて、実際にワークショップで使用する  

ワークシートも作成中。 

〇 検討委員会では、冊子の作成に合わせ、今後の事業展開についても、検討を行っていく。 

 

［２］啓発グッズの作成（ポスター、ステッカー、缶バッジ） 

○ 教材で使用するキャラクターを使ったポスター、ステッカー、缶バッジを作成し、やさしい日本語の

の存在及び豊中市の取組について知ってもらう機会とする。 

 

［３］ワークショップの開催 

○ 年度内にとよなか国際交流センターのほか、千里文化センター、庄内コラボセンター、学校、こども

園、事業所等で実施。 

 

［４］動画の作成 

 ○ ワークショップに参加できなかった人も視聴により、学ぶことのできるコンテンツを作成予定。 

《参考：現在作成中冊子》 

資料２-２ 



相談及び人権平和啓発事業（相談）

108 104

54 68

215

257

132

189

0

50

100

150

200

250

300

R2（2020年度） R3（2021年度） R4（2022年度） R5（2023年度）

人権相談・総合生活相談件数推移

（R2∼R5）

人権相談 総合生活相談

○相談件数の推移：
・R4年度に減少したが、スマホ相談をきっかけにした周知努力などを行い
R5年度は微増
＜今後の対策＞
・件数だけでなく、時間的制約等から他窓口を補完する「丁寧な傾聴」
・手続き同行支援など、アウトリーチの試行

○相談者の傾向：*相談員から聞き取り
・両相談とも、分類不能な「その他」が最も多く、とりとめもない話が多い印象
➡相談者の深い孤立をうかがわせ、相談員に強くあたる事例もある
➡相談員を護りつつ、相談者を社会にどうつなぎなおすか、が課題 1

資料３



相談及び人権平和啓発事業（啓発）
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人権文化まちづくり講座テーマ件数

推移（R2∼R5）

同和問題 障害者 こども・教育

受刑者/更生 外国人・人種差別 メディアリテラシー

憲法・平和 環境 複合テーマ

○参加人数の推移：
・同趣旨のイベントや職員研修とのスケジュール調整に努め、R5年度は
24.4％増
＜今後の対策＞
・関係部局との連携強化（テーマ、職員研修のスケジュールとの調整など）
・オンライン担当人員の充実／SNSによる周知の開始
○参加者の傾向：
・「こども・教育」分野への関心の高さは、特に顕著
・テーマによるが、職員研修による参加者増も傾向としてみられる
➡関心が高いテーマをきっかけに、より幅広く学ぶ機会を提供する方向性
➡無関心層へのアプローチや職員研修に頼らない集客
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事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

人権問題事業者学
習会

市の業務(特に市民と直接する業
務)を受託している事業者に対
し、市の人権行政への取り組み
やさまざまな人権課題について
の学習の場を提供する。

申込事業所数：146事業所
参加者：91人（当日オンライン含む）
ほか録画配信動画再生回数：200回

申込事業所数：131事業所
参加者：39人
ほか録画配信動画再生回数：108回

人権政策課

職員研修の実施

外国人も地域社会の一員である
という認識を定着させるため、
職員に対する啓発の充実に努め
る。

＜新規採用職員ホップ研修＞
受講者数：71人

＜係長級・技能長昇格前研修＞
参加状況：79人

＜新規採用職員ホップ研修＞
受講者数：132人

＜係長級・技能長昇格前研修＞
参加状況：67人

人事課

国際化に対応した
職員の養成、活用

「豊中市人材育成基本方針」に
基づき、人事制度、研修制度を
活用しながら、国際化をはじめ
とした複雑化する公共課題に対
応できる職員を育成する。

国際化をはじめとした公共課題に対応
できる職員の育成に努めた。

国際化をはじめとした公共課題に対応
できる職員の育成に努めた。

人事課

企業啓発事業

豊中企業人権啓発推進員協議会
の事務局として、同和問題をは
じめとする人権同和問題解決の
ために、人権啓発推進員が相互
に協調し、人権問題について正
しい理解と認識を深める活動を
支援する。
また、企業の立場から人権啓発
の充実や就職の機会均等を通じ
て人権尊重社会の実現を図るた
めの豊中企業人権啓発推進員協
議会の活動を積極的に支援する
とともに、同協議会未加入企業
に対しても加入勧奨及び啓発に
努める。

豊中企業人権啓発推進員協議会、大阪
企業人権協議会が主催する研修会に参
加した人数：56人

豊中企業人権啓発推進員協議会、大阪
企業人権協議会等が主催する研修会に
参加した人数：86人

産業振興課

在日外国人教育推
進事業

各小中学校園における多文化共
生教育を推進するため、国際理
解教育の授業に講師を派遣す
る。

16回実施 24回

学校教育課

在日外国人教育推
進担当者会議

各小中学校園に在籍する在日外
国人の子どもたちの現状・課題
を学校内で共有し、課題に取組
み、在日外国人教育・多文化共
生教育の推進を牽引する担当者
を置く。

6回実施 6回実施

学校教育課

職場における人権
研修の実施

すべての職員が人権問題につい
ての知識や理解を深め、業務を
通じた市民の生活と権利の擁護
を推進するため職場における人
権研修を実施。

各職場において研修計画を立てて実施
している。

各職場において研修計画を立てて実施
している。

全部局
※回答不要

人権文化まちづく
り講座

社会経済情勢の変化に伴い、多
様化、複合化する人権問題や新
たに顕在化する人権問題などの
解決をめざし、さまざまな機会
や媒体を通して、人権意識の高
揚や平和意識の醸成に資する事
業に取り組む。【市委託事業】

＜人権文化まちづくり講座＞
　12回開催
　参加者：437人

＜人権文化まちづくり講座＞
　12回開催
　参加者：474人

人権政策課

令和５年度(2023年度)　多文化共生指針関連事業等実施状況調査回答票

基本目標１．人権尊重の文化が根づくまち

（1）人権尊重・多文化共生の意識づくり

①　国籍や民族、言葉、文化などの違いを超えてすべての人が互いに認め合い、偏見や差別意識が解消されるよう、人権意識を育むための啓発・教育を
行います。

参考１

1 



事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

人権啓発パネル展

すべての人の人権が尊重される
まちを築くため、一人でも多く
の市民に人権について理解して
もらうとともに、さまざまな人
権問題を、ひとごとではない身
近な問題として考えてもらえる
きっかけとなるよう、人権に関
するさまざまなパネルを展示す
る。

5回実施 2回実施

人権政策課

人権啓発デー駅頭
啓発

12月10日の人権デーに豊中市人
権教育推進委員協議会と協調
し、市内の各駅頭(13駅)におい
て、ポケットティッシュ(市)、
ポケットカレンダー(人権協)を
配布し、人権デーや人権擁護都
市宣言、人権文化のまちづくり
をすすめる条例等の啓発普及を
図る。

＜啓発ポケットティッシュの設置＞
　5,000個作成（「人権デー」、「人
　権擁護都市宣言」、「コロナ偏見
　差別・ワクチン差別に対する啓
　発」、「SDGｓ」等記載）

＜人権月間車体マグネット掲出＞
　環境部収集車50台

＜啓発ポケットティッシュの設置＞
　5,000個作成（「人権デー」、「人
　権擁護都市宣言」、「SDGｓ」等
　記載）

＜人権月間車体マグネット掲出＞
　環境部収集車50台

人権政策課

情報サービスの提
供

国際交流事業などを広報する
「催し案内」を毎月発行すると
ともに、ホームページや館内情
報コーナーを利用して多言語の
情報提供を図る。また、民族衣
装や教材および図書の貸出を行
う。

＜ニューズレターによる情報発信＞
　発行部数　日本語16,800部
　　　　　　多言語39,480部
　メールニュース登録者　552人

＜協会ホームページ＞
　訪問数のべ　25,693件
　多言語ページ訪問数　8,333件

＜メディア向けプレスリリース＞
　新聞、雑誌、テレビ等掲載　5件
　民族衣装及び教材の貸出　8件
　図書貸出　70件

＜その他＞
　Facebookページの活用

＜ニューズレターによる情報発信＞
　発行部数　日本語16,800部
　　　　　　多言語39,480部

＜協会ホームページ＞
　訪問数のべ　27,988件
　多言語ページ訪問数　6,158件

＜メディア向けプレスリリース＞
　新聞、雑誌、テレビ等掲載　3件
　民族衣装及び教材の貸出　28件
　図書貸出　151件

＜その他＞
　FacebookページならびにInstagram
の活用

人権政策課
（とよなか国際交
流センター）

人権協補助事業

豊中市人権教育推進委員協議会
は昭和44年に「差別の無い明る
い町の実現」を願う市民の提唱
で結成され、以来、一切の差別
をなくすための市民活動・人権
学習の取り組みを市民運動とし
て主体的に進めている。

＜会員数＞
　3,555人

＜人権協市民の集い参加者＞
　169人

＜新推進委員基礎講座＞
　4回、82人

＜推進委員研修講座＞
　3回、212人

＜その他＞
　啓発カレンダー配布

＜会員数＞
　3,458人

＜人権協市民の集い参加者＞
　228人

＜新推進委員基礎講座＞
　2回、77人

＜推進委員研修講座＞
　3回、171人

＜その他＞
　啓発カレンダー配布

社会教育課

多文化フェスティ
バル

帰国・渡日・在日児童生徒及び
その保護者の交流を深める。

1回実施 1回実施

学校教育課

②　市民や事業者などに『外国人も日本人も本市で共に暮らす市民である』という多文化共生の考え方を広く伝え、理解を深めてもらうために広報誌や
ホームページなどの媒体を使って啓発を行うとともに、多文化共生に関する講演会・イベント・研修の開催等を周知・支援します。
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事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

おまつり地球一周
クラブ

次世代を担う子どもたちが日本
や世界の様々な文化の体験を通
して具体的に学ぶことのできる
ような、異文化理解・国際理解
の機会を提供する。

8回実施
参加者　のべ130人

5回実施
参加者　のべ104人 人権政策課

（とよなか国際交
流センター）

多文化共生推進事
業

日本人市民、外国人が様々な世
界の文化にふれ、相互理解を促
す取り組みを行う。

＜世界を食べよう＞おいしい話編
　2回開催  参加者23人
　レシピ集を継続頒布

＜国流シネマ・カフェ＞
　3回実施（内1回はとよなかシネコ
　ンとして開催） 参加者　143人
　
＜多文化多言語セミナー「パンソリを
楽しもう～安聖民パンソリライブ」＞
　1回実施   参加者　107人

＜セカイのミカタ～親子で楽しむ国際
交流＞
　1回開催   参加者12人
＜日本文化紹介「外国人のための浴衣
体験」＞
　1回実施   参加者12人

＜世界を食べよう＞おいしい話編
　2回開催
　参加者20人
　レシピ集を継続頒布

＜国流シネマ・カフェ＞
　3回実施（内1回はとよなかシネコ
　ンとして開催）
　参加者　155人
　
＜多文化多言語セミナー＞
　7回実施
　参加者　341人

＜セカイのミカタ＞
　1回開催
　参加者15人
　

人権政策課
（とよなか国際交
流センター）

千里地域連携セン
ター「千里にほん
ご～外国人のため
の日本語交流～」

日本語を使ったコミュニケー
ションの場や居場所づくりを目
的ににほんごボランティアと交
流（毎週1回開催）

43回開催（うち6回はオンライン）
参加者のべ182人

43回開催（うち7回はオンライン）
参加者のべ542人 人権政策課

（とよなか国際
交流センター）

にほんごひろば

言葉の不自由さによって、生活
に不便を感じている外国人をサ
ポートする場を創るとともに市
民であるボランティアが主体と
なって学習の場を創り上げてい
くことで、地域の輪を拡げてい
く。

63回開催
参加者のべ690人

79回開催
参加者のべ708人

地域連携課

国際教育推進連絡
会
（旧：国際教育推
進協議会）

ユネスコスクール活用等によ
り、持続可能な社会の構築
（ESD）を基軸に国際社会を生き
る力の素地となる多文化共生の
資質やコミュニケーション能力
の育成に向けた国際教育を推
進。

実施なし 2回開催　委員9名

学校教育課

ユネスコスクール
活用等による国際
教育の推進事業

ユネスコスクールを中心にサン
マテオ市内小中学校をはじめ他
国の学校とフレンドシップス
クール提携を結び、共通テーマ
による協働学習等を進める。

フレンドシップスクール等による教職
員や児童生徒との交流や協働学習等、
作品交流、会議の実施
小学校2校
中学校1校

フレンドシップスクール等による教職
員や児童生徒との交流や協働学習等、
作品交流、会議の実施
小学校2校（上野・新田）
中学校1校（九中）

学校教育課

外国人英語指導助
手派遣事業

小学校では、児童が言語や文化
について体験的に理解を深め、
コミュニケーション能力の素地
を養う。中学校では、生徒の英
語学習能力の向上と実践的コ
ミュニケーション能力の基礎を
養う。

派遣総日数計5,817日 派遣総時間数41,657時間
※日換算：約1736日

学校教育課

国際理解教育

在籍する児童・生徒と保護者を
ゲストティーチャーに、国際理
解教育に取り組む。

各校の状況に応じて実施 各校の状況に応じて実施

学校教育課

小学校外国語体験
活動

国際理解教育の一環として、英語
（外国語）に触れ親しむ体験活動を
通して、国際理解や共生の資質及
び積極的にコミュニケーションを図
ろうとする態度の育成をめざす。

学校の希望に応じて３年生以上の各クラ
スに地域在住外国人ボランティアを配置。
派遣総時間数 194時間

学校の希望に応じて３年生以上の各クラ
スに地域在住外国人ボランティアを配置。
派遣総時間数 223時間

学校教育課

～世界を旅する
vol.3～　留学生
フランクリンさん
と作るキューバの
お菓子と母国のお
話

地域に住む外国人の方を講師に
招き、その国の文化や料理を紹
介して相互理解を深める機会と
する。 ー

〈実施回数　1回〉
1/20（土）

蛍池公民館

①　公共施設等で行われる生涯学習のなかで、自分とは違う文化や習慣などについて学び、体験することで、国際感覚や多文化共生意識を育むことがで
きるよう、各種講座・セミナーなどの学習機会や、多様な文化を体験する機会を充実します。
また、学校教育では、グローバル社会で地球的視野に立って主体的に行動できる基礎能力などを育成するための国際教育を推進します。

（２）国際理解の充実と国際教育の推進
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事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

おやこでにほんご

日本語教室に参加しにくい乳幼
児連れの外国人が安心して参加
し、情報交換できる市民主体の
日本語活動を、図書館と連携し
て支援する。

参加者合計935人
＜おかまち・おやこでにほんご＞
　37回実施
　参加者　のべ452人

＜しょうない・おやこでにほんご＞
　21回実施
　参加者　のべ133人

＜せんり・おやこでにほんご＞
　37回実施
　参加者　のべ350人

参加者合計947人
＜おかまち・おやこでにほんご＞
　35回実施
　参加者　のべ368人

＜しょうない・おやこでにほんご＞
　23回実施
　参加者　のべ205人

＜せんり・おやこでにほんご＞
　36回実施
　参加者　のべ374人

人権政策課
（とよなか国際交
流センター）

啓発活動の推進

こども園行事を通して文化交流
を推進する。
国際化に向け、研修等により保
護者啓発を行う。

日常の教育・保育の中で多文化の視点
を意識した教材や掲示物等を用いた教
育保育の環境づくりを行い、また、保
護者に対しても保護者向け研修（障害
児関連）を1回実施するなど、多文化
共生の啓発を推進した。

職員については、部内の人権研修（全

日常の教育・保育の中で多文化の視点
を意識した教材や掲示物等を用いた教
育保育の環境づくりを行った。また、
保護者に対して絵本の取り組み等を通
して多文化に触れる機会を提供した。

職員は、研修で多文化共生について学

こども
事業課

多文化共生保育

広く人権の視点に立ち、多文化
に学ぶ豊かな感性を、生活や遊
びを通して培う。

こども園に入園している外国にルーツ
を持つ子どもたちと共に生活する中
で、遊びや言葉、食事など、それぞれ
の文化に触れる機会を持った。（アド
バイザー研修やげんキッズ事業、遊び
のボランティアなどが該当）

こども園に入園している外国にルーツ
を持つ子どもたちと共に生活する中
で、遊びや言葉、食事など、それぞれ
の文化に触れる機会を持った。

こども
事業課

事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

子ども母語教室

外国にルーツを持つ子どもたち
が、母語や母文化を楽しく学び
ながら、仲間づくりをする機会
を提供。

全42回実施
参加者　152人
・中国語　21回実施
　参加者　81人
・スペイン語　21回実施
　参加者　71人
ボランティア向け研修、母語合同での
イベントや交流の場も持った。

全46回実施
参加者　243人
・中国語　23回実施
　参加者　132人
・スペイン語　23回実施
　参加者　111人
ボランティア向け研修、母語合同での
イベントや交流の場も持った。

人権政策課
（とよなか国際交
流センター）

多文化子ども読書
推進、「外国人お
やこのための絵本
の読み聞かせ講
座」

外国にルーツを持つ親子が集
い、絵本の読み聞かせを通じて
交流する。

市の「子ども読書活動連絡会」に参加
した。
センターに外国語絵本コーナーを整備
し、日本語を含め8言語で図書案内を
作成、公共施設に配布。
市立図書館の多言語蔵書（絵本含む）
が巡回配架されている。

市の「子ども読書活動連絡会」に参加
した。
センターに外国語絵本コーナーを整備
し、日本語を含め8言語で図書案内を
作成、公共施設に配布。
市立図書館の多言語蔵書（絵本含む）
が巡回配架されている。

人権政策課
（とよなか国際交
流センター）

韓国・朝鮮のこと
ばとあそびのつど
い

韓国・朝鮮にルーツを持つ子ど
もたちが、民族講師からことば
や遊びを学びながら仲間づくり
をする機会を提供。

9回実施
参加者　のべ230人

民族講師（ソンセンニム）から、自分
たちの民族の文化や遊びを通して、自
尊感情を培うとともに、友だち（チン
グ）とのつながりを深めることができ
た。

9回実施
参加者　のべ240人

民族講師（ソンセンニム）から、自分
たちの民族の文化や遊びを通して、自
尊感情を培うとともに、友だち（チン
グ）とのつながりを深めることができ
た。

人権政策課（とよ
なか国際交流
センター）

在日外国人教育推
進事業

本市の在日外国人教育基本方針
に基づき、自国の文化や言葉等
を学ぶことによって民族的自覚
と誇りを得られるよう支援す
る。

＜小学生のためのハギハッキョ＞
　参加者　13人

＜ことばとあそびの集い＞
　国際交流センター 8回実施

＜小学生のためのハギハッキョ＞
　参加者　19人

＜ハギハッキョキャンプ＞
　参加者　7人

＜ことばとあそびの集い＞
　国際交流センター 8回実施
　東豊中小学校　10回実施

学校教育課

②　外国人と日本人がふれあい、互いの文化への理解を深め、人と人とのつながりをより強めていけるよう、市民や市民団体、とよなか国際交流センターと
連携しながら交流事業の充実を図ります。

（３）ルーツの尊重

外国にルーツを持つ人が、そのアイデンティティを確立できるよう、それぞれの言語・文化を学ぶ自主学習グループなどの育成、活動支援に努めます。学
校教育では、すべての児童・生徒が大切にされ、能力を発揮できる教育を推進するため、外国人の児童・生徒が本名を名のり本名で呼ばれるような環境
を醸成していきます。また、このような取り組みの必要性や意味について、教育・啓発を推進します。
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事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

ブックスタート対
象者向け英語版の
紹介カードの作成

日本語以外を母語とするブック
スタート事業の対象者に、事業
の説明と配布する絵本の紹介を
説明するために指差しシートを
作成する。

継続して配備 継続して実施

読書振興課

環境基本計画の推
進

とよなか環境TV（YouTubeチャン
ネル）で英語字幕付きの動画を
配信

「豊中市環境基本計画改定」を作成、
配信

「豊中市環境基本計画改定」の動画を
R4から引き続き配信 ゼロカーボンシ

ティ推進課

公共施設の多言語
表示

外国人が行政組織や公共施設を
利用しやすくするために、多言
語でその名称を表示する。

日本語、英語、中国語、韓国・朝鮮語
の5言語を表示

日本語、英語、中国語、韓国・朝鮮語
の5言語を表示

人権政策課

多言語情報冊子の
発行

平成9年に各課の施策を案内した
市政ガイドブックを発行し、11
年には、府内16自治体共同で生
活案内冊子を発行した。基本方
針の重点施策の一つとして、外
国人の必要とする情報の提供に
努めている。

実施なし 「人権に関する相談窓口」改訂版を作
成し配架。
外国人の必要とする相談窓口の情報を
掲載し、ふりがなをつけるなどして、
わかりやすくしている。

人権政策課

多言語の資料の収
集・提供

多言語の書籍・新聞・雑誌など
の資料を収集し、貸し出し等で
情報提供を行う。

貸出件数　70件
購入・収集件数　 83件

貸出件数　151件
購入・収集件数　 86件 人権政策課（とよ

なか国際交流
センター）

行政情報・多言語
情報の提供

広報とよなかやホームページに
よる市政情報の多言語による提
供。

ホームページの自動翻訳（8言語） ホームページの自動翻訳（8言語。英
語、中国語、韓国・朝鮮語、スペイン
語、ポルトガル語、タガログ語、タイ
語、インドネシア語）

広報戦略課

行政情報･多言語
情報の提供

生活に密着しているごみと再生
資源の分け方・出し方につい
て、多言語により情報の提供を
行い理解を図る。

＜ごみと再生資源の日程表＞
　多言語版を、市民課、ゼロカーボン
シティ推進課、環境交流センター、国
際交流センター等で配布。

＜ごみと再生資源の分け方・出し方早
わかりガイド＞
　必要に応じて配布。

＜ごみと再生資源の日程表＞
　多言語版を、市民課、ゼロカーボン
シティ推進課、環境交流センター、国
際交流センター等で配布。

＜ごみと再生資源の分け方・出し方早
わかりガイド＞
　必要に応じて配布。

家庭ごみ
事業課

基本目標２．外国人市民が安心して暮らせるまち

（1）情報発信・案内表示・相談支援体制の充実

①　外国人が、生活に必要なさまざまな情報を自ら収集・選択できるよう、市やとよなか国際交流センターのホームページなどの多言語化や理解しやすい
表現の使用に努めるとともに、市が発行する多言語版「生活ガイドブック」の一層の周知や公共施設における多言語資料の充実を図ります。

【庄内】
＜多文化共生コーナー購入物＞
　ウクライナ語会話集
　タガログ語の幼児絵本
　仕事に役立つ日本語学習の本
　英語対訳ネパール語辞典
　タイ語・ベトナム語・英語の小説他

＜とよなか国際交流協会へ資料の団体
貸出＞　　貸出冊数　131冊

＜その他＞
　・庄内図書館オープニング期間に多
言語資料の展示貸出を行った。
　・おはなしランドスペシャルでとよ
なか国際交流会の協力によりタガログ
語の絵本の読み聞かせを行った。　参
加者　10人

【岡町】
　・子どもと本のまつりで、国際交流
の会とよなかの協力により中国語他多
言語の絵本の読み聞かせをおこなっ
た。　参加者　6人

【全館】
　・職員が適切な資料収集・提供でき
るよう庁内出前研修「地域の多文化共
生について」を全館合同で実施した。
　受講者数　106人
  ・研修後、千里図書館では2月に
「多文化」をテーマにカウンター前で
展示貸出を行った。

【庄内】
＜多文化共生コーナー購入物＞
・人気日本児童書シリーズの中国語訳
・英語・フランス語・ドイツ語・フィ
リピン語の日本紹介事典
・日常生活に役立つ日本語学習の本
・ポルトガル語・中国語・英語の小説
他

＜とよなか国際交流協会へ資料の団体
貸出＞　　貸出冊数　295冊

＜その他＞
　・庄内図書館常設展示「ヒトハコ図
書館」で外国語の子どもの本を展示・
貸出
・「さくらアートマルシェ」における
「タイの文化体験会」にてタイ語の資
料を展示
・文字活字振興事業講演会「生きるっ
て、なに?」で世界のくらしを理解す
る本を展示

【岡町】
・子どもと本のまつりで、国際交流の
会とよなかの協力によりタイ語とスペ
イン語の絵本の読み聞かせをおこなっ
た。　参加者　5人

読書振興課多文化共生支援

多文化共生支援コーナーを中心
に、多文化共生につながる資料
を収集・提供する。
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事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

よみかき・きょう
しつ・とよなか
蛍池識字教室

読み書きの不自由な人に学習の
場を提供するとともに、差別や
偏見のない人権尊重を根ざした
まちづくりの推進と人権文化の
創造に資することを目的とし
て、（１）文章を綴るための基
本的学習活動、（２）生活・文
化の向上に役立つための活動、
（３）他地区識字教室との交流
活動、（３）その他、目的達成
に必要な活動を行っている。

＜よみかき･きょうしつ･とよなか＞
　33回実施
　参加者　のべ239人

＜蛍池識字教室＞
　40回実施
　参加者　のべ40人

＜よみかき･きょうしつ･とよなか＞
　34回実施
　参加者　のべ158人

＜蛍池識字教室＞
　40回実施
　参加者　のべ47人 社会教育課

外国語図書資料の
収集・提供

外国語の図書（児童書）、雑
誌、新聞などを収集し、貸出・
閲覧等で情報提供。

＜「世界のこどもの本の部屋」多言語
資料＞
貸出冊数：5,957冊
蔵書数：未確定冊

＜「世界のこどもの本の部屋」多言語
資料＞
貸出冊数：未確定冊
蔵書数：未確定冊

読書振興課

外国人のための初
めての日本語講
座・日本語よみか
き交流

在日外国人等を対象として、自
己表現や自己実現のための読み
書きの習得を目的とした事業を
行う。

【中央】
＜にほんごよみかき交流＞
　40回実施、参加者 のべ731人

【蛍池】
＜にほんごよみかき教室(交流会)＞
　25回実施、参加者 のべ445人

【庄内】
＜日本語よみかき教室・庄内(入門・
発展)＞
　25回実施、参加者 のべ212人

【千里】
＜外国人のための日本語よみかき教室
＞
　35回実施、参加者 のべ57人

【中央】
＜にほんごよみかき交流＞
　43回実施
　参加者 のべ996人

【蛍池】
＜にほんごよみかき教室(交流会)＞
　25回実施
　参加者 のべ414人

【庄内】
＜日本語よみかき教室・庄内(入門・
発展)＞
　25回実施、参加者 のべ374人

中央公民館

バリアフリー化の
推進

令和3年度（2021年度）に策定し
たバリアフリーマスタープラン
に基づき、施設等のバリアフ
リー情報の提供を目的とした
「（仮称）バリアフリーマッ
プ」の作成に取り組みます。

＜豊中市バリアフリー推進協議会＞
令和3年度より協議会の委員を拡充。
外国人支援団体（国際交流の会とよな
か）からの委員も加え、外国人視点の
意見交換もしている。

＜豊中市バリアフリー推進協議会＞
令和3年度より協議会の委員を拡充。
外国人支援団体（国際交流の会とよな
か）からの委員も加え、外国人視点の
意見交換もしている。

基盤整備課

総合コールセン
ターの多言語対応

電話通訳等を活用し、多言語対
応します。

ー

5言語（英語、韓国・朝鮮語、中国
語、スペイン語、ポルトガル語）に対
応。
利用件数10件 広報戦略課

事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

多言語通訳機の導
入

外国人市民への行政サービスの
向上及び緊急時等の円滑な窓口
対応のため、平成30年12月より
音声通訳機「POKETALKＷ(ﾎﾟｹﾄｰｸ
ﾀﾞﾌﾞﾙ)」を導入。庁内及び市の
関係施設へ短期の貸し出しを行
う。

使用件数：6件
使用言語：英語、フィリピン語

使用件数：6件
使用言語：英語、ネパール語、タガロ
グ語

人権政策課

外国人向け市政案
内・相談窓口（市
役所）

基本方針の重点事業の一つとし
て、平成12年11月に開設。外国
人にとって分かりにくい行政
サービスについて、来庁時に情
報提供や相談に応じるととも
に、適切な情報やニーズの把握
を行うため、相談員を配置。

相談件数：2,697件
相談人数：1,175人

相談件数：2,479件
相談人数：1,118人

人権政策課

②　とよなか国際交流センターや外国人向け行政案内・窓口相談など外国語に対応できる相談窓口・相談体制の充実を図るとともに、相談内容を施策に
反映していきます。また、多言語通訳充実のための条件整備や、通訳ボランティアを行っている市民団体の周知を図ります。
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事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

相談サービス（と
よなか国際交流セ
ンター）

 在住外国人が抱える課題を解決
するための相談サービス。ま
た、相談スタッフが中心となっ
て地域に住む外国人が自国文化
を発表する機会の創出をとおし
てエンパワメントを図る。

＜定期相談＞
　2.456件

＜相談事業スタッフの研修＞
　6回実施
　参加者のべ65人

＜外国人のための多言語セミナー、
　一日相談会＞
　6回実施
　参加者のべ69人

＜「リコン・アラート（協議離婚問題
研究会）」＞
　大阪弁護士会と共催で1日相談会開
　催参加者のべ22人

＜定期相談＞
　2,613件

＜相談事業スタッフの研修＞
　13回実施
　参加者のべ113人

＜外国人のための多言語セミナー、
　一日相談会＞
　11回実施
　参加者のべ262人

＜「リコン・アラート（協議離婚問題
研究会）」＞
　大阪弁護士会と共催で1日相談会開
　催参加者のべ49人

人権政策課
（とよなか国際交
流センター）
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事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

とよなかにほんご

市民主体の日本語活動を外国人
に安定的に提供するとともに、
学習を通じた交流の場とする。
ボランティア向けのフォロー
アップ研修も随時実施した。

計303回実施
参加者のべ8,127人

計301回実施
参加者のべ8,422人

人権政策課
（とよなか国際交
流センター）

日本語能力検定試
験サポート

日本語能力検定試験を受験する
外国人向けにレベル別の受験指
導をボランティアが行う。

36回実施
参加登録人数17人

32回実施
参加登録人数13人 人権政策課

（とよなか国際交
流センター）

外国人のための日
本語教室

外国人が日本語を習得し、就労
や生活に役立て、安心して地域
で暮らすことを目的としてい
る。
業務を(公財)とよなか国際交流
協会に委託して令和2年度より実
施。

「とよなかにほんご」にて統合 「とよなかにほんご」にて実施

人権政策課
（とよなか国際交
流センター）

日本語ボランティ
ア養成講座

とよなか国際交流センターで行
う日本語活動に参加したいボラ
ンティアのために、基本的な姿
勢や地域で行う日本語活動につ
いて学ぶ機会を提供し、希望者
には既存の活動に参加してもら
う。また、H29年から開始した日
本語活動「千里にほんご」のボ
ランティア養成講座を千里公民
館と共催で別途実施した。

・養成講座
　2回実施
　参加者のべ161人
・日本語ボランティアフォローアップ
研修
　1回実施
　参加者のべ22人

・養成講座
　3回実施
　参加者のべ214人
・日本語ボランティアフォローアップ
研修／ボランティア向けハラスメント
研修
　2回実施
　参加者のべ52人

人権政策課
（とよなか国際交
流センター）

事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

外国人対象オリエ
ンテーション

転入をしてきた外国人などに対
し、豊中市の生活についての案
内を行っている。

日本語学習：69件
市の情報提供：222件

日本語学習：32件
市の情報提供：186件

人権政策課

外国人のための多
言語セミナー

相談事例から課題を抽出してセ
ミナー化し、情報提供を図るも
の。

6回実施
参加者69人

11回実施
参加者262人 人権政策課

（とよなか国際交
流センター）

EPA介護福祉士候
補者のための日本
語支援

市内の介護事業所と連携して、
EPA介護福祉士候補者のための日
本語支援を実施する。

「EPA support TOYONAKA」が実施主体
となって日本語支援を実施。当協会は
同団体の側面支援を行っている。

「EPA support TOYONAKA」が実施主体
となって日本語支援を実施。当協会は
同団体の側面支援を行っている。

人権政策課
（とよなか国際交
流センター）

事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

人権教育啓発推進
事業

人権教育を発展的に取組む小中
学校（人権教育啓発推進校）へ
の費用面の支援を行い、またそ
の取り組みの成果を広く全小中
学校・園に発信する。

啓発推進校26校 啓発推進校27校

学校教育課

民族学校に在籍す
る児童・生徒に対
する就学援助

民族学校に在籍する児童生徒の
うち、経済的理由により就学が
困難な児童・生徒の保護者に対
し学用品等の援助をすることを
目的に昭和56年から実施。

民族学校へ申込案内書を送付 民族学校へ申込案内書を送付

学務保健課

（２）日本語や社会制度などの学習支援

①　日本語教室を実施する機関・団体と連携し、日本語の習得を希望する外国人に対する支援を充実します。また、仕事やコミュニケーションなどニーズ
に応じた　 日本語学習支援を実施することで、就労や日常生活の充実へとつなげていきます。

②　外国人が地域社会で支障なく生活できるよう、日本の社会、制度、文化、生活習慣などの理解につながる情報を効果的に提供していきます。

（３）就学の保障と学習支援

①　就学していない子どもの把握に努めるとともに、すべての義務教育年齢の子どもが就学できるよう、子どもの学ぶ権利の保障について保護者への啓発
を行います。
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事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

サンプレイス（日
本語学習支援）

外国にルーツを持つ子どもへの
日本語や学習支援を通した居場
所づくり。

39回実施
参加者432人

35回実施
参加者389人 人権政策課

（とよなか国際交
流センター）

未来を拓く多文化
子どもエンパワメ
ントプロジェクト
（とよなか子ども
日本語教室）

子どもの学力につながる本格的
な日本語指導に関する活動の評
価作業を実施。

＜学習日本語こんぱす＞
　94回実施
　参加者のべ1050人

＜学習日本語こんぱす＞
　89回実施
　参加者のべ1127人 人権政策課

（とよなか国際交
流センター）

在日外国人教育推
進事業

本市の在日外国人教育基本方針
に基づき、在日外国人教育を推
進するため、連絡・調整ならび
にその他必要な事項についての
協議を行う。

＜協議会＞
　2回実施

＜市外教担当者会＞
　6回実施

＜協議会＞
　2回実施

＜市外教担当者会＞
　6回実施

学校教育課

通訳派遣事業
こども日本語教室
事業

帰国・渡日児童生徒で、日本語
の習得が不十分なために学校生
活に支障があると考えられる場
合に、学校へ通訳派遣を行う。
また日本語指導が必要な児童生
徒に対しては「こども日本語教
室」において指導を行う。

＜通訳派遣＞
　派遣時間数　2,832時間
　派遣実施回数　1,352回実施
　対象児童生徒・保護者数：126人

＜こども日本語教室＞
　開催日数　116日
　対象児童生徒数　67名

＜通訳派遣＞
　派遣時間数　2,536時間
　派遣実施回数　1,507回実施
　対象児童生徒・保護者数：172人

＜こども日本語教室＞
　開催日数　115日
　対象児童生徒数　67名

学校教育課

事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

学校教育課

事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

若者支援

外国にルーツをもつ人のなかで
も、これまで対象事業の少な
かった「若者世代」を対象に
様々な講座や活動を行う。

・若者のたまりば
全26回実施、参加者のべ68人
その他イベントを開催　1回実施
・高校進学のための相談・同行支援
　4回実施

・若者のたまりば
全23回実施、参加者のべ146人
その他イベントを開催　1回実施
・高校進学のための相談・同行支援
　1回実施

人権政策課
（とよなか国際交
流センター）

在日外国人教育推
進事業「多言語進
路ガイダンス」

帰国・渡日生徒やその保護者に
とっては、日本の学校生活、進
路についての情報が少ない状況
にあるため、安心して学校生活
を送り、将来の進路選択に必要
な情報を得られるよう、日本の
高校入試制度や高校生活などに
ついて、多言語による情報提供
及び個別相談を実施する。

参加者　8人 参加者20人

学校教育課

　

事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

国際教室

渡日児童・生徒に対し、日本語
の読み書きや学校の学習活動の
サポートを行う。

＜開催回実施数＞
・上野国際教室（44回実施）
・桜井谷国際教室（33回実施）
・高川国際教室（29回実施）
・熊野田国際教室（20回実施）
・東豊中国際教室（30回実施）
・北丘国際教室（29回実施）
・豊島西国際教室（14回実施）
※R4.10から豊島に変更

＜開催回実施数＞
・上野国際教室（42回実施）
・桜井谷国際教室（33回実施）
・高川国際教室（19回実施）
・熊野田国際教室（29回実施）
・東豊中国際教室（34回実施）
・北丘国際教室（26回実施）
・豊島西国際教室（24回実施）

学校教育課

渡日児童生徒相談
室事業

帰国・渡日児童生徒が円滑に学
校生活を送るため、転入時に保
護者から必要な支援を聞き取
り、小中学校へつなぐととも
に、学校への通訳派遣や日本語
教室等の支援事業を案内し、帰
国・渡日児童生徒や保護者を継
続的に支援する。

相談件数　91件 相談件数　99件

学校教育課

　

④　日本語指導が必要な高校生や若者への学習支援を行うとともに、「外国人生徒入学選抜」を実施している府立高校についての情報提供や「中学校
卒業程度認定試験制度」の周知を図ります。

⑤　就学や学校生活、進路など教育全般にかかわる相談体制の充実に努めます。特に進路状況の把握に努め、関係機関と連携を密にしながら適切な
指導を行 います。

2-（3）-2「通訳派遣事業」により各学校にて対応している

②　日本語指導の必要な児童・生徒が、日常生活や学習に必要な言語の習得にとどまらず将来にわたって地域社会で活躍できる力をつけられるよう、学
校への通訳の派遣や日本語指導の充実、市民団体との連携などを通した学習支援に努めます。

③　学校からの通知文やお知らせなどに使用する漢字へのふりがな（ルビ）併記など、日本語の理解が不十分な保護者への配慮に努めるとともに、学校
生活や学校行事等における文化や習慣の違いなどについても保護者への丁寧な説明や配慮に努めます。

9 



事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

ウクライナ避難者
支援事業

ウクライナからの避難者への生
活支援等を行う。

・生活に関する総合相談
・生活費の支給
・民間事業者との連携による生活支援
・健康支援（健康診断等） など

・生活に関する総合相談
・生活費の支給
・民間事業者との連携による生活支援
・健康支援（健康診断等） など

人権政策課

在日外国人障害福
祉金

無年金者の救済措置
諸要件を満たす、重度の身体障
害者又は知的障害者に支給す
る。

受給者数：1人
支給月額：36,000 円

受給者数：1人
支給月額：36,000 円

障害福祉課

母子健康手帳交付
事業

母子健康手帳の交付
（外国語・日本語併記、種類は
英語、中国語、韓国語、タイ
語、ポルトガル語、タガログ
語、スペイン語、インドネシア
語、ベトナム語、ネパール語）

外国語版母子健康手帳交付件数
42件

外国語版母子健康手帳交付件数53件

はぐくみセン
ターおやこ保健
課

国民健康保険
事業

日本語能力が不十分な外国人市
民に対し、国民健康保険制度に
ついての情報提供に努める。

・毎月発行している外国人向け市政案
内情報に、随時記事を掲載。
・保険資格課に制度説明冊子を設置。

・毎月発行している外国人向け市政案
内情報に、随時記事を掲載。
・保険相談課に制度説明冊子を設置。 保険相談課

病院施設の外国語
表記と外国語によ
る情報提供

日本語能力が不十分な外国人市
民に対し、国民健康保険制度に
ついての情報提供に努める。

各外来診療科の案内表示に英語表記を
追記した。無料多言語通訳アプリを利
用して、多国言語の診療に対応してい
る。豊中市外の外国籍患者が診察時に
豊中市の通訳者を帯同するサービスを
行った。

各外来診療科の案内表示に英語表記を
追記した。無料多言語通訳アプリを利
用して、多国言語の診療に対応してい
る。また、外国人患者向けに英語版の
入院申込書を使用している。

医事課

豊中市外国人市民
への通訳付添いサ
ポート補助金

増加する外国人市民に対応する
ため、銀行口座の開設や住宅等
の賃貸契約、医療機関への受診
など、生活上のさまざまな重要
な場面において、未然にトラブ
ル等を防止し、安心して地域で
生活できるようにすることを目
的に、通訳者が付添いサポート
を行う外国人支援団体等へ補助
金を交付する。

ー

2団体　計68件対応

人権政策課

事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

多文化子ども保育
「にこにこ」

外国にルーツを持つ就学前の子
どもたちが、保育を通して社会
性を身につける場づくりを行
う。

56回実施、参加者のべ239人 74回実施、参加者のべ346人
人権政策課（とよ
なか国際交流
センター）

多文化子育て支援
ボランティア養成
講座

日本に暮す外国人の定住化と国
際結婚が増える中、かれらの抱
える課題を、同じく子育てをし
ている日本人に知ってもらい、
すべての人が安心して子育てが
できるために地域で何ができる
かを考えるための講座を行っ
た。

＜養成講座＞
　3回開催　参加者のべ42人

＜養成講座＞
　3回開催　参加者のべ70人

人権政策課（とよ
なか国際交流
センター）

情報提供・相談

子育て支援センターが行う地域
子育て支援事業において、ポス
ターにルビをうち、外国人保護
者に情報がより伝わるよう対応
に努める。
また、こんにちは赤ちゃん事業
において、多言語で訳された事
業説明文を持参し訪問するな
ど、外国人保護者の子育て支援
に努める。

遊びの場、子育て情報の提供
子育ち・子育て応援ブック“みんな
で”において、外国人保護者にむけた
情報も引き続き掲載。

こんにちは赤ちゃん事業や育児支援家
庭訪問において、ポケトークを活用し
たり、必要な時は、翻訳による対応が
できるように継続して体制を整えまし
た。

とよなか国際交流センターと共催で、
利用者支援事業の子育て支援コーディ
ネーターによる多言語で対応する「転
入者あつまれ」を引き続き実施。

遊びの場、子育て情報の提供
子育ち・子育て応援ブック“みんな
で”において、外国人保護者にむけた
情報も引き続き掲載。

こんにちは赤ちゃん事業や育児支援家
庭訪問において、ポケトークを活用し
たり、必要な時は、翻訳による対応が
できるように継続して体制を整えまし
た。

とよなか国際交流センターと共催で、
利用者支援事業の子育て支援コーディ
ネーターによる多言語で対応する「転
入者あつまれ」を引き続き実施。

子育て支援セン
ターほっぺ

（４）生活支援体制の充実

①　すべての人が健康で安心して暮らすために、医療や保健、福祉分野における制度やサービス等について、必要とする人に必要とするときに届くよう、多
言語対応や多言語での情報提供に努めます。また、サービスの提供にあたっては生活習慣、価値観などの違いへの配慮に努めます。

②　保育・子育てに関する相談に対応するため、「多文化子育てボランティア」の育成や、外国人も安心して子育てができる場づくり、子育てに関する多言
語での情報提供等の充実を図ります。
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事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

「日本語支援グ
ループ・むすび
め」との協働事業
および就労相談事
業

・文化庁委嘱事業「多文化共生
社会の基盤をつくるための”む
すびめ”を生み出す日本語コー
ディネーター研修」で研修を受
けたボランティアが中心となっ
て結成した「日本語支援グルー
プ・むすびめ」と共催で就労サ
ポートの一環として日本語能力
検定試験、資格取得に向けたサ
ポートを行う。
・毎週金曜日の相談サービスの
時間帯に、就労相談コーディ
ネーターを配置しての就労相談
を実施し、必要に応じて市の地
域就労支援センターと協働す
る。

受験日の3ヶ月前より実施（年2ター
ム）
サポートのべ36回実施
のべ時間数271.5時間
参加者登録17人

労働相談　209件

受験日の3ヶ月前より実施（年2ター
ム）
サポートのべ32回実施
のべ時間数158.5時間
参加者登録13人

労働相談　235件
人権政策課
（とよなか国際交
流センター）

外国人労働者の就
職差別解消及び適
正な雇用管理に関
する啓発事業

外国人労働者の就職差別解消及
び適正な雇用管理が行われるよ
う、事業主に対し啓発してい
く。

出入国在留管理庁作成の啓発パンフ
レット等を配布（日本語）

出入国在留管理庁作成の啓発パンフ
レット等を配布（日本語）

くらし支援課

勤労者ニュースの
発行

外国人を含むすべての労働者の
適正な雇用管理等が行われるよ
う事業主に対して啓発してい
く。

年2回、PDF版の発行（HP等に掲載、日
本語）

年2回、PDF版の発行（HP等に掲載、日
本語）

くらし支援課

勤労者相談事業・
労働相談苦情処理
事業

外国人を含むすべての労働者及
び事業主に対する労働相談窓口
を昭和54年5月に開設。外国人労
働者、事業主双方に、労働に関
する相談やトラブル処理に対す
る情報提供を行っている（具体
的な外国人支援施策はとくに
行っていない。）

相談人数
191人（うち外国人0人）

相談人数
189人（うち外国人1人）

くらし支援課

事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

ホームページによ
る情報提供

ホームページで情報提供をする
ことにより、翻訳サービスを活
用し、外国人市民へ情報を提
供。

引き続き実施。必要に応じて情報を更
新した。

引き続き実施。必要に応じて情報を更
新した。 くらし

支援課

事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

市営住宅管理運営
事業

市営住宅の入居資格を満たせ
ば、外国人であっても申込みを
し当選すれば入居することがで
きる。
なお、市営住宅の入居資格につ
いては、市営住宅条例・公営住
宅法で定められている。

外国人の新規入居実績　4世帯 外国人の新規入居実績　6世帯

住宅課

事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

大規模災害時にお
ける外国人支援方
策の検討

災害時に日本語による情報収集
を行うことが困難な外国人等の
ための「豊中市災害多言語支援
センター」設置に向け、運用方
針案を作成し、大規模災害時に
備える。

豊中市新型コロナウイルス対策本部会
議の設置に伴い、豊中市災害時多言語
支援センターを設置し、多言語での情
報発信等を行った。

多言語での情報発信を円滑にすすめる
ためのウェブサイト構築 人権政策課

（とよなか国際交
流センター）

国際交流センター
防災訓練、セミ
ナー等

地域連携の一環と外国人の防災
意識を高める取り組みを実施す
る。

多言語支援センター意見交換会（主
催：大阪府国際交流財団）、おおさか
災害支援ネットワーク定例会等への職
員の参加

「多文化まなびあいネット」にて防災
をテーマに関係諸団体との意見交換、
多言語支援センター意見交換会（主
催：大阪府国際交流財団）、おおさか
災害支援ネットワーク定例会等への職
員の参加

人権政策課
（とよなか国際交
流センター）

多言語・情報WEB
冊子による情報提
供

外国人に対し消防局WEBパンフ
レット(日英対象)により本市の
消防業務を紹介する。
（平成27年度作成/随時更新）

豊中市ホームページ消防局ページに
掲載

豊中市ホームページ消防局ページに
掲載

消防総務課

⑤　生活の基盤である住居の円滑な確保を進めるため、市営住宅の入居情報の多言語での発信に努めるとともに、安心して民間住宅にできるよう大阪府
が行っている支援事業の周知を図ります。また、宅地宅建取引業者等への人権啓発制度などの周知に努めます。

⑥　災害などの緊急時に備えて、外国人を対象とする防災・消防・救急関連情報が充分に行き届くよう多言語による情報の提供や周知に努めます。ま
た、災害発生時の外国人の支援体制の充実を図ります。

③　適正な雇用・労働環境を確保するために、事業主へ啓発や労働者に対する多言語相談対応、多言語による情報提供の充実を図ります。また、求職
者を事　 業者につなぐための取り組みを進めます。

④　消費者として安心して安全で豊かな消費生活ができるよう、多言語情報や相談体制の充実を図ります。
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事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

救急業務高度化
推進

救急活動時等の、外国人に対応
できる「多言語版救急情報シー
ト」を利用し、救急活動を円滑
に行う。

多文化共生センターひょうごが作成し
た「多言語版救急情報シート」を全救
急車に装備し、必要に応じて利用でき
るようにしている。

多文化共生センターひょうごが作成し
た「多言語版救急情報シート」を全救
急車に装備し、必要に応じて利用でき
るようにしている。

救急救命課

救急業務高度化
推進

救急活動時等の、外国人に対応
できる多言語翻訳アプリ「救急
ボイストラ」を利用し、救急活
動を円滑に行う。

多言語翻訳アプリ「救急ボイストラ」
を全救急隊所有のスマートフォンに導
入している。

多言語翻訳アプリ「救急ボイストラ」
を全救急隊所有のスマートフォンに導
入している。 救急救命課

防災・救急
講習会、訓練

外国人に、滞在中における災害
発生時の対応力を身につけても
らうため、応急手当講習及び火
災予防講習を実施する。

キッズデュオインターナショナル豊中
の外国人職員（5名）に対して救命入
門コース45分を実施。

キッズデュオインターナショナル豊中
の外国人職員（6名）・キンダーキッ
ズインターナショナルスクール豊名校
の外国人職員（20名）に対して救命講
習を実施。

救急救命課

119番通報受信時
における多言語に
よる対応

外国人の留学生や観光客など、
日本語を介してのコミュニケー
ションが困難な方からの１１９
番通報は、コールセンターの通
訳を介した、通報者、指令員と
の三者通話により、通報をサ
ポートします。

８件対応 3件対応

消防指令
センター

外国人対象防火・
防災講習会、訓練

市内に居住する外国人への防火
対策を推進することにより、住
宅火災による死傷者をなくす取
り組みを強化します。また、大
阪・関西万博の開催に伴い、市
内を来訪する外国人の増加が見
込まれることから、火災予防の
普及啓発を強化します。

ー

・国際交流協会にて、市内在住外国人
と防火・防災に関する意見交換会を実
施。
(１２月　国際交流センター　１５名
参加)
・外国人向け防火･防災研修会を実
施。
(３月　消防局５階講堂３３名参加)

予防課
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事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

とよなか国際交流
センターのCCス
ペース（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝｺﾓﾝｽﾍﾟｰｽ）を活
用した交流

CCスペースを活用した日本語自
主グループによる日本語交流活
動（火曜夜間、金曜夜間、土曜
午前）ならびに一般利用者への
開放（申込制）

毎週火曜夜間、金曜夜間、土曜午前に
市民による日本語自主グループによる
運営の日本語交流活動に場を提供し、
外国人市民との交流を実施している。

毎週火曜夜間、金曜夜間、土曜午前に
市民による日本語自主グループによる
運営の日本語交流活動に場を提供し、
外国人市民との交流を実施している。

人権政策課
（とよなか国際交
流センター）

事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

市民に対する、ボ
ランティア活動へ
の啓発活動

市民に対する、ボランティア活
動への啓発活動。

<多文化共生について学ぶ一般向けセ
ミナー＞
　1回実施、参加者15人。

＜多文化共生について学ぶ一般向けセ
ミナー＞
　1回実施、参加者25人。 人権政策課

（とよなか国際交
流センター）

コミュニティ通訳
ボランティア養成
講座

地域で困難な状況にいる外国人
のため、中間支援団体に派遣す
る通訳ボランティアを育成す
る。

実績なし 実績なし
人権政策課
（とよなか国際交
流センター）

ボランティア研修
セミナー

持続可能なひとづくり事業とし
て様々な形態でのボランティア
研修事業を行う。必要に応じ
て、関係団体や組織と実行委員
会形式や共催で行う。

＜哲学カフェinとよなか国際交流セン
ター＞
　1回実施、参加者5人

＜まるわかりセミナー＞
　１回実施、参加者15人

＜ハラスメント研修＞
　1回実施、参加者27人

＜ボランティア研修　ワークショップ
「ふつう」って何やねん？＞
　3回実施、参加者54人。

人権政策課
（とよなか国際交
流センター）

市民活動協働事業
（市民活動協働デ
スク）

国際交流や国際協力も含めた市
民活動の中間支援組織（現在6団
体）が市民活動を活性化したり
豊中の市民活動の幅を広げたり
強めたりできるのかを考える
「デスク」をたちあげ、ゆるや
かに情報交換をしながら発信を
試みた。

市民活動共同デスク：中間支援組織間
の情報交換の場を持った。
また、市民主体の国際交流活動を推進
するために、地域で活動する国際交流
市民団体・グループの運営側面支援を
実施した。（市民団体からの相談対応
／とよなか国際交流センター登録グ
ループとの連絡会）

市民活動共同デスク：中間支援組織間
の情報交換の場を持った（4回）。
また、市民主体の国際交流活動を推進
するために、地域で活動する国際交流
市民団体・グループの運営側面支援を
実施した。（市民団体からの相談対応
／とよなか国際交流センター登録グ
ループとの連絡会）

人権政策課
（とよなか国際交
流センター）

事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

多文化まなびあい
ネット

コロナ禍における外国人市民の
生活等への影響を明らかにする
ため、豊中市と共同で市内在住
の外国人に対し、アンケート・
インタビュー調査を行い、報告
書にまとめた。豊中市多文化共
生施策推進連絡会議に本調査研
究に関する専門部会を設置し、
専門部会をベースに地域で多文
化共生に取り組む期間・団体が
学び合い、協力・連携を進めて
いくためのプラットフォームと
して「多文化まなびあいネッ
ト」を設置している。

＜会議＞
2回実施
1回目：各団体の取組の紹介
（オンライン、参加者数：23人）

2回目：防災に関する取組等について
情報交換
（対面、参加者数：18人）

1回実施
防災に関する研修及び取組等について
情報交換
（対面、参加者数：23人）

人権政策課

基本目標３．多文化共生をみんなで進めるまち

（1）多文化共生をすすめる人材育成とネットワークづくり

①　日本人と外国人が出会い、交流できる機会が増えるよう、とよなか国際交流センターの一層の周知を図るとともに、より誰もが利用しやすく親しみやす
い施設をめざします。

②　海外経験の豊富な市民や多文化共生に関心のある市民などに、多文化共生にかかわる事業や外国人を支えるボランティア活動などへの参加を促
進し、地域で外国人を支援するキーパーソンとなる人材を育成します。

③　多文化共生にかかわる活動をしているさまざまなグループや自助グループ、ボランティアなどが共に集まり、情報交換や連携のきっかけとなる機会を
つくることで、多文化共生を進めるネットワークの構築につなげていきます。
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事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

世界人権宣言豊中
連絡会議

豊中市内で人権に関する活動を
行っている様々な団体が連絡会
議を構成し、情報交換や講演会
等を開催することでネットワー
クを構築する。

＜パネル展＞
　2回実施

＜世界人権宣言豊中連絡会議記念講演
会＞
　「大阪大空襲を語り継ぐ」
　参加状況　32人

＜世界人権宣言74周年記念豊中集会＞
　「私の水平社宣言」
　　参加状況　28人

＜パネル展＞
　2回実施

＜世界人権宣言豊中連絡会議記念講演
会＞
　「水平社宣言から100年　これから
の
　部落問題について考える」
　参加状況　44人

＜世界人権宣言75周年記念豊中集会＞
　「ウトロの歴史に学ぶ平和と人権」
　参加状況　66人

人権政策課

国際交流センター
登録グループ制度
の運用

国際交流活動への住民の参加促
進を目的とした制度。

連絡会議　1回 連絡会議　1回
人権政策課（とよ
なか国際交流
センター）

事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

世界人権宣言豊中
連絡会議(再掲)

豊中市内で人権に関する活動を
行っている様々な団体が連絡会
議を構成し、情報交換や講演会
等を開催することでネットワー
クを構築する。

＜パネル展＞
　2回実施

＜世界人権宣言豊中連絡会議記念講演
会＞
　「大阪大空襲を語り継ぐ」
　参加状況　32人

＜世界人権宣言74周年記念豊中集会＞
　「私の水平社宣言」
　　参加状況　28人

＜パネル展＞
　2回実施

＜世界人権宣言豊中連絡会議記念講演
会＞
　「水平社宣言から100年　これから
の
　部落問題について考える」
　参加状況　44人

＜世界人権宣言75周年記念豊中集会＞
　「ウトロの歴史に学ぶ平和と人権」
　参加状況　66人

人権政策課

事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

外国人市民会議

地域社会の一員である外国人市
民の声を市政に反映させるた
め、17年8月に外国人市民会議を
設置。

＜第9期外国人市民会議＞
3回実施

＜第10期外国人市民会議＞
3回実施

人権政策課

バリアフリー化の
推進

豊中市バリアフリー推進協議会
の運営に取り組みます。

＜豊中市バリアフリー推進協議会＞
令和3年度より協議会の委員を拡充。
外国人支援団体（国際交流の会とよな
か）からの委員も加え、外国人視点の
意見交換もしている。

＜豊中市バリアフリー推進協議会＞
令和3年度より協議会の委員を拡充。
外国人支援団体（国際交流の会とよな
か）からの委員も加え、外国人視点の
意見交換もしている。

基盤整備課

事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

文化活動などに関
する多言語での情
報提供

・「外国人のための茶道教室」
・「外国人のための武道体験」
（豊中市スポーツ振興事業団と
の共催）

・「外国人のための浴衣体験」
　1回実施
　12人参加

実施なし

人権政策課
（とよなか国際交
流センター）

外国人コミュニ
ティ活動推進

①ベトナムコミュニティ活動
②フィリピノ・ヤング・アッ
ト・ハーツ・クラブ（フィリピ
ン人中高年のための居場所づく
り）

①自主的な活動として継続中

②6回実施、参加者のべ114人

①自主的な活動として継続中
②8回実施、参加者のべ64人 人権政策課

（とよなか国際交
流センター）

④　多文化共生に取り組む市民・市民団体をさまざまな媒体で紹介して地域の住民に知ってもらうことで、市民・市民団体が地域で多文化共生にかかわ
る活動を行いやすくする環境をつくっていきます。

（２）市政や地域社会への参画促進
①　「外国人市民会議」の設置や審議会などへの外国人の参加促進など、外国人の声が市政に反映されるよう機会の充実に努めます。

②　スポーツや文化活動の機会の創出や情報提供に努め、日本人と外国人が共に活動に参加することで、外国人の社会参加や相互理解の促進につな
げていきます。
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事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

スポーツ・文化活
動などに関する多
言語での情報提供

多言語広報
　毎月発行している多言語広報
（英語、中国語、韓国・朝鮮
語、スペイン語）で、スペース
の関係で限られた情報量ではあ
るが、外国人が興味を持って参
加する可能性が高いと考えられ
る市主催のスポーツや文化活動
の情報提供を行っている。ま
た、同内容を英語にて携帯電話
向けにメール配信を行ってい
る。

＜多言語広報「とよなかしからのおし
らせ」＞
　年間37,536部

＜多言語情報メール配信＞
　20回　配信

＜多言語広報「とよなかしからのおし
らせ」＞
　年間39,480部

人権政策課
（とよなか国際交
流センター）

事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

多文化共生に関す
る出前講座

国際理解教育などの講師派遣 派遣数81人 派遣数73人
人権政策課
（とよなか国際交
流センター）

多文化共生ワーク
ショップ開催

多文化共生社会の担い手の育成
をめざし、時代に則した学びの
機会を関係団体と協働して創出
する。

＜まるわかりセミナー＞
　参加者15人

＜ハラスメント研修＞
　1回実施、参加者27人
＜ボランティア研修　ワークショップ
「ふつう」って何やねん？＞
　3回実施、参加者54人。
＜まるわかりセミナー＞
　１回実施、参加者25人

人権政策課
（とよなか国際交
流センター）

事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

小学校外国語体験
活動

地域に暮らす外国人（ボラン
ティア）が学校と共同し、地域
に根差した社会参加を展開して
いく可能性を模索することをめ
ざし、全豊中市立小学校の3年生
から6年生を対象に、国際理解教
育の一環として英語（および外
国語）に触れ親しむ体験活動を
実施。とよなか国際交流協会に
登録している外国人講師を派遣
することにより、外国人の能力
や個性を発揮する機会を提供。

実施なし 実施なし（R6年度から再開）

人権政策課
（とよなか国際交
流センター）

事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

自治会活動支援事
業

自治会担当窓口として、自治会
からの相談対応、活動に役立つ
ガイドブックの発行、掲示板の
交付、災害補償保険への加入、
自治会館整備のための助成金交
付等を行う。

加入世帯：66,780世帯
自治会数：469
組織率：37.5%

加入世帯：65,063世帯
自治会数：459
組織率：36.3%

地域連携課

市民公益活動支援
センター運営管理
事業

市民公益活動に関する情報の提
供、相談対応、情報発信、交流
機会の提供を行う。

企画運営：ＮＰＯ法人に委託
開館日数：35日
利用人数：971人
相談件数：48件

＜市民活動サポート事業＞
　実施16団体、128人

＜ちゃぶだい集会＞
　4回、103人

＜シェアオフィス事業（シェアデス
ク・ミーティングスペース貸出）＞
　8回

＜ショーウィンドー展示＞
　R5.7より実施予定

＜メールボックス・ロッカー＞
　42団体

企画運営：ＮＰＯ法人に委託
開館日数：250日
利用人数：15,167人
相談件数：404件

＜市民活動サポート事業＞
　実施29団体、784人

＜ちゃぶだい集会＞
　11回、170人

＜シェアオフィス事業（シェアデス
ク・ミーティングスペース貸出）＞
　137回

＜ショーケース展示＞
　のべ17団体

＜ショーウィンドー展示＞
　のべ24団体

＜メールボックス・ロッカー＞
　38団体

コミュニティ
政策課

⑤　さまざまな文化的背景をもつ市民が共生する地域社会をつくるため、多文化共生にかかわる活動をしているさまざまな市民や市民団体、ボランティア
などと協力しながら、地域行事などのさまざまな活動に外国人が参加しやすいしくみをつくっていきます。

③　地域における人と人とがつながるきっかけづくりとして、地域で暮らす外国人と地域住民が共に多文化共生について考える機会を創出していきます。

④　外国人などが講師となって母国語を教えるような機会を設定するなど、その能力や個性を発揮できるしくみづくりに努めます。
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事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

市民公益活動推進
助成金制度事業

市民公益活動事業に必要な経費
の一部を助成する制度。応募書
類と公開プレゼンテーションに
基づいて審査を行い交付を決定
する。また、事業実施後には報
告会を行う。

＜初動支援コース＞
　14事業 1,173,000円

＜自主事業コース＞
　 4事業 1,064,000円

＜初動支援コース＞
　 5事業   457,000円

＜自主事業コース＞
　 8事業 1,538,000円

コミュニティ
政策課

市民活動情報サロ
ン管理運営事業

市民公益活動に関する情報の提
供、相談対応、情報発信、交流
機会の提供を行う。

企画運営：ＮＰＯ法人に委託
開館日数：204日
利用人数：4,296人
相談件数：215件

＜市民活動サポート事業＞
　実施32団体、546人

＜ちゃぶだい集会＞
　12回、194人

＜シェアオフィス事業（シェアデス
ク・ミーティングスペース貸出）＞
　26回

＜ショーウィンドー展示＞
　のべ32団体

＜メールボックス・ロッカー＞
　42団体

*市民活動情報サロンは、R5.1.31閉
鎖。

実施なし

コミュニティ
政策課
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事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

姉妹都市協会事務
局の運営支援

昭和39年に市民や団体、企業が
会員となって設立された協会の
事務局を行政が支援しており、
英語弁論大会の開催とその成績
優秀者の親善使節としての派遣
や、サンマテオ市の関係者や親
善使節の受入に協力している。

＜豊中・サンマテオ姉妹都市協会＞
　同協会へ補助金を交付
　補助金20万円

＜英語弁論大会の開催＞
　親善使節を2名選出

＜豊中・サンマテオ姉妹都市協会＞
　同協会へ補助金を交付
　補助金130万円
　姉妹都市提携60周年記念事業開催

＜親善使節選考会の開催＞
　親善使節を2名選出

魅力文化創造課

事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

青年海外協力隊参
加促進事業

国際協力事業団では年間4次の青
年海外協力隊及びシニア海外ボ
ランティアの派遣を行ってお
り、出発時には隊員の居住する
自治体に表敬訪問をしている。
また、募集案内を市ホームペー
ジに掲載したりポスターを掲示
したりして、啓発活動を行って
いる。

＜派遣前表敬訪問受け入れ＞
1人

＜派遣前表敬訪問受け入れ＞
4人

人権政策課

団体等に対する活
動支援

国際協力活動を行っている団体
の活動の紹介や活動の場の提供
など支援を行う。

とよなか国際交流センターの登録団体
となっている、国際協力活動団体に対
して、活動紹介冊子の作成、貸室使用
料の減免や団体ロッカーの提供、印刷
機の無料提供、情報ボードのスペース
の提供、相談対応等を行った。

とよなか国際交流センターの登録団体
となっている、国際協力活動団体に対
して、活動紹介冊子の作成、貸室使用
料の減免や団体ロッカーの提供、印刷
機の無料提供、情報ボードのスペース
の提供、相談対応等を行った。

人権政策課
（とよなか国際交
流センター）

平和月間パネル展

平和月間事業として、戦時下に
おける苦しい立場を知ってもら
うため、DVDによる経験者のイン
タビューを上映するとともに原
爆パネルの展示を行い、市民の
平和の尊さを啓発するもの。

「難民について考える」
<実施回数　1回>
8/2（火）～8/15（月）

平和月間パネル展
「戦後75年　未来へつなげる戦争の記
憶」
①DVD上映　7月31日（月）～8月4日
（金）
②パネル展示7月29（土）～8月6日
（日）

中央公民館

平和パネル展

平和月間事業として、ユニセフ
所有の写真パネルの展示を行
い、市民に平和の尊さを啓発す
るもの

「ウクライナ紛争と子どもたち」
<実施回数　1回>
8/2（日）～8/15（月）

「トルコ・シリア大震災」
8月2日（水）～14（月）

螢池公民館

平和月間事業

世界各地では今も紛争が続く地
域があり新型爆弾や原爆などの
脅威に晒されている。これらを
テーマとしたDVDアニメの上映や
戦後の復興の歩み等についての
パネル展示を通して平和の大切
さを次世代に伝えていく機会と
する。子どもたちには感じたこ
とを葉っぱの形の紙に書いても
らい、木の模造紙に張ってもら
い「平和の木」を作る。

<実施回数　1回>
8/6（土）～8/21（日）

<実施回数　1回>
8/17（木）～8/24（木）

庄内公民館

事業名 事業概要 R4実績 R5実績 所属

地域資源の発掘

市内の外国人の視点も取り入れ
た地域資源を発掘し、発信す
る。

昨年度にも引き続き、国際理解教育や
外国語体験活動などの講師派遣におい
て、地域に暮らす外国人市民を講師と
して派遣した。
また、子ども国際事業の「おまつり地
球一周クラブ」などでも地域に住む外
国人を講師として招き、地域住民との
交流や情報発信の機会をもった。

昨年度にも引き続き、国際理解教育な
どの講師派遣において、地域に暮らす
外国人市民を講師として派遣した。
また、子ども国際事業の「おまつり地
球一周クラブ」などでも地域に住む外
国人を講師として招き、地域住民との
交流や情報発信の機会をもった。

人権政策課
（とよなか国際
交流センター）

外国人の視点も取り入れた地域資源の発掘など、とよなかの再発見に取り組むとともに、本市の魅力の発信に努めます。

基本目標４．国際感覚にあふれたまち

（1）姉妹都市交流の推進
姉妹都市提携50周年（平成25年10月）を迎えた米国サンマテオ市との市民レベルを中心とした交流を継続するとともに、時代を担う子どもたちの教育分野における交流を進め
ていきます。

（２）国際協力の推進
国際協力にかかわる関係機関と連携し、市民、団体・関係機関、事業者等が行う人材、技術等を活用した国際協力を進めるとともに、充実した留学生活をおくることができるよ
う、地域住民との交流事業や留学生の支援を行う市民団体等の活動の場づくりを進めていきます。

（３）魅力あふれるとよなかの再発見
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「キャンプ・コザの子どもたち」1945年8月米軍撮影（沖縄県公文書館所蔵）

「少年の像「合奏」除幕式場所：沖縄こどもの国」1971年2月沖縄市撮影

【主 催】豊中市

【協 力】沖縄市

【問合せ先】豊中市立人権平和センター豊中

豊中市岡町北３－１３－７
TEL 06-6841-1313 FAX 06-6841-1310
（月曜～金曜 午前9時～午後5時15分）

豊中市・沖縄市兄弟都市提携50周年記念事業
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場所：人権平和センター豊中 ３階 平和展示室３

9月9日（月）～11月30日（土）午前9時～午後5時

令和6年（2024年）

※日・祝日は除く

〈平和展示室 企画展〉
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公益財団法人とよなか国際交流協会
2023 年度年次報告書（概要版）

ATOMS
Annual Report 2023

2023年4月1日～2024 年3月31日（30期）

公正で持続可能な多文化共生社会をつくります

こくりゅう@home
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oyonaka Multicultural Symbiosis
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外国人が安心して集える居場所づくり＆エンパワメントをすすめる事業や多文化共生社会を推進するひとづくりを 

中心に、さまざまな活動を地域や学校と連携しながら日常的に展開しています。 

【活動理念】市民の主体的で広範な参加により、人権尊重を基調とした国際交流活動を地域からすすめ、 

世界とつながる多文化共生社会をつくる 
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公益財団法人とよなか国際交流協会 大阪府豊中市玉井町1-1-1-601 エトレ豊中6階  

とよなか国際交流センター TEL:06-6843-4343 FAX 06-6843-4375 （水曜休館） E-mail: atoms@a.zaq.jp  URL http://www.a-atoms.info 

2016.10 

大阪NPOセン
ター 
CSOアワード 
CSO賞 

  
2014.01 

大阪弁護士会 
人権賞 

2013.05 

憲法記念日  
大阪府知事 
公共関係功労
者賞 

2013.02 

公益財団法人
パナソニック
教育財団 2012
年度 
「子どもたち
の“こころを
育む活動”」
奨励賞 

 ご挨拶「2023年度を振り返って」  

               

             松本康之（理事長）／山野上隆史（常務理事兼事務局長） 

 

 新型コロナが感染症法上の二類から五類に変わり、センターにも熱気と活気が戻って

きました。この報告書のどのページを開いても感じてもらえると思いますが、にこやか

だったり、真剣だったりしますが、本当にいい感じ、いい雰囲気なんです。 

 また、2023年度は当協会とセンターが設立30周年ということで盛りだくさんの1年で

した。記念講演会やファッションショー、連続セミナーやシンポジウムなどなど、多文

化共生に長く関わってきた人も、活動を始めたばかりの人も、ちょっとのぞいてみたい

人も…それぞれの今の位置から一緒に一歩踏み出す…そんな取組ができたかなと思って

います。 

 そんな区切りの年を終え、31年目もこれまで同様に、いや、さらにパワーアップし、

地域の多文化共生を進めていきたいと思います。2023年度はありがとうございました＆

2024年度もよろしくお願いします。 
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 2023年度も様々

な取り組みを行い

ました！ 

 

写真左列上から：消防署での訓練／「世界を食べよう」／「わかもの

のたまりば」でお花見へ／おまつり地球一周クラブ「チョアチョアコ

リアンデー」／30周年記念事業でコウケンテツさんの講演会を開催 

写真右列上から：外国人のためのサッカー交流会＠轟公園／マイクロ

アグレッションについての職員研修を開催／30周年記念講演会「日本

に暮らす難民移住者たち」／30周年記念事業のパンフレット 

Photo Gallery 2023 



新型コロナウィルス感染症対策として実施されてい
た水際対策が緩和された 2022 年 4 月以降、豊中
市の外国人の数は急増しています。この 2 年間で
豊中市在住の外国人は 1,300 人ほど増加しました。

● ヨーロッパ　 4.4%

●　北米　　　　 3.2%

●　南米　　　　 1.9%

●　アフリカ　　 0.7％

●　オセアニア　 0.3%

アジア
89.5%

1 中国 2,080
2 韓国・朝鮮 1,846
3 ベトナム 1,036
4 フィリピン 309
5 インドネシア 305
6 ネパール 277
7 米国 171
8 台湾 154
9 インド 94

10 ミャンマー 89

上位 10 ヵ国・地域

近年、インドネシア、ネパール、ミャンマー
の人たちが増加しており、より多様な文
化的、宗教的背景を持つ人たちが暮らす
ようになっています。

豊中市の外国人人口

国籍数

出身圏の割合

7,216人

97ヵ国・地域

約 90% がアジア出身

2012
4,000

6,000

5,000

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

（人）

（年）

急増

新型コロナ
パンデミック

（人）

ア ト ム ス

外国人をとりまく現状 ATOMSの取り組み
ATOMS 公式キャラクター

コモ & スース

外国人をとりまく現状
　　　　　　　　　　　　　　　　　         ＊2024 年 3 月末のデータより



今後、日本に長く暮らす可能性もあります長く暮らす人たち 3,827人

在留資格の割合

＊(　) は前年比

子ども* が多い地域

① 北中部   176 人

② 北西部   108 人

③ 中西部   106 人

※外国籍の子どものみ。
両親のどちらかが日本国籍の場
合、こどもも日本国籍を取得でき
るため、日本国籍の外国にルー
ツをもつこどもは含まれません。

高齢者* の外国人が多い地域

① 南部　   173 人

② 北西部   133 人

③ 中西部   120 人

この 1 年で増加が目立ったのは、中東部、中西部、
北中部でした。中東部では技能実習生と特定技能、
中西部では特定技能と家族滞在、北中部では永住者
と家族滞在の人が増えています。
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豊中市に暮らす外国人の半数以上が長く暮らす人たちで、その数
は増えてきています。昨年に比べて永住者が増加している他、技
術・人文知識・国際業務や特定技能など日本で職を持って長期
的に暮らそうという人たちやその家族も増えてきています。

地域別外国人人口

北西部

中西部

北中部

中部

中東部

南部

北東部

979 人

（＋99）

1,671 人

（-39）

国際交流センター

1,179 人

（＋107）

978 人

（-36）

750 人

（＋7）

741 人

（＋38）

858 人

（＋118）

市民の主体的で広範な参加により、人権尊重
を基調とした国際交流活動を地域からすすめ、
世界とつながる多文化共生社会をつくる。

とよなか国際交流協会 通称 ATOMS　Association for Toyonaka Multicultural Symbiosis
アトムス
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1. 多様な人々が尊重される地域づくり
2. 周縁化される外国人のための総合的なしくみづくり
3. 学校とつながってつくる豊かな未来



01

センターから飛び出して実施している事業02

乳幼児 こども

外国人ママのための場所「おやこ」 … P.16

多文化子ども保育「にこにこ」… P.9 こども母語 … P.8 若者支援事業 … P.10 

留学生・ホストファミリー事業 … P.15

韓国・朝鮮のことばとあそびのつどい … P.9

多言語での相談サービス（11言語）… P.12

学習支援「サンプレイス」 … P.8

学習日本語「こんぱす」… P.11

豊中市には乳幼児から高齢者まで、様々な世代の外国人が暮らしています

外国人ママのための場所「おやこ』

外国人のライフステージに沿った多様な支援

《庄内》
しょうないおやこ

しょうない REK
庄内にほんご

《岡町》
おかまちおやこ 《市全域》

つながれ とよなか オンライン！

外国人人口は増えていますが、

① ATOMSの存在を知らない人も多い（外国人にも、日本人にも）

② 市北部にあるセンターまで来ることが難しい外国人も多い

③ 地域の人が外国人の状況や課題をよく知らない

④ 外国人が孤立している （ご近所とつながりがない）

                                                                      などの課題があります。

そこで、ATOMSは各地域の公共施設にも赴き、事業を実施しています。

《千里》
せんりおやこ
千里にほんご

P.8

ATOMSの取り組み
アトムス



■ 多文化フェスティバル … P.11

■ 講師派遣  … P.22

■ 多言語による進路ガイダンス … P.11

■ ニュースレター『こくりゅうだより』
表紙イラスト（池田高校、桜塚高校）… P.22

■ 韓国・朝鮮のことばとあそびのつどい … P.9

■ しょうないREK … P.23

　　➡ 多文化共生に関するカフェの開催
■ とよなか国際交流センター登録団体との連携 … P.23

　　➡ 国際交流フェスタ など 
■ 共同デスク＝5団体※が共同運営している事業 … P.23

　　➡ 中間支援組織間の情報共有・連携　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2023年度現在）

※（社福）豊中市社会福祉協議会、（一財）とよなか男女共同参画
推進財団、（特活）とよなか市民環境会議アジェンダ21、（特活）とよ
なかESDネットワーク、（公財）とよなか国際交流協会の5団体。

■ 外国人ママのための場所 「おやこ」
［しょうない／おかまち／せんり］ … P.16

　　➡ 岡町、庄内、千里図書館

地域で活動する市民ボランティア03

さまざまな団体と一緒に取り組む活動04

おとな 高齢者わかもの

若者支援事業 … P.10 

Filipino Young at Heart’s Club … P.14
（フィリピン人の中高年支援事業）

留学生・ホストファミリー事業 … P.15

日本語交流活動 … P.17 

日本語交流活動

多言語での相談サービス

若者支援事業

ATOMSで活動するボランティア 

約350人!!

学
校
と
の
協
働

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
の
連
携

図
書
館
と
の
協
働

日本語ボランティア ： 約140人
ママさんボランティア ： 20人
大学生・高校生ボランティア ： 25人
外国人ボランティア ： 45人
ホストファミリーボランティア ： 69家族 他
賛助会員 ： 個人会員88人、団体会員5団体

子育て中の人や外国人も
ボランティアとして活躍しています

HP FaceBook LINE Instagram
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各 事 業 か ら の 報 告 

外国にルーツを持つ子どもたちのための居場所づくり。大学生ボランティアが運営しています。 

毎週日曜日13:00～15:00（第一日曜日は休み） 

2023年度を 

振り返って 
 外国にルーツをもつ小学

生から中高生までの子ども

たちが安心して勉強や遊び

など、様々な活動ができる

居場所作りをしています。

普段の活動では、子どもた

ち の や り た い こ と を 中 心

に、ボードゲームやスライ

ムづくりなど、晴れた日に

は外遊びも行っています。

また今年度は、コロナ禍を

経 て、こ ど も 母 語 と 合 同

で、緑地公園でのBBQや万

博記念公園への遠足を企画

し、センターを飛び出して

活 動 す る こ と が で き ま し

た。  

2024年度に向けて 
 24年度も引き続き、子どもたち一人ひとりの話に耳に傾

け、安心していられる居場所として活動していきます。ま

た、外国にルーツをもつ子ども同士が繋がり、楽しめるよ

うな仕掛けを学生ボランティアと協力して作っていきたい

です 。 

ボランティアより 

外国にルーツをもつ子どものための母語教室。中国語、スペイン語、ポルトガル語、タイ語を開講しています。講
師はそれぞれのルーツをもつ若者です。（ポルトガル語、タイ語は現在一時休講中） 

第2、第4日曜日 10:00～11:30 

2023年度を振り返って 
 普段の活動では、子どもたちにルーツ

のある国の言語を教えたり、歌を歌った

りカードゲームをしたりして、楽しく学

んでいます。スペイン語クラスではボラ

ンティアが自作したスペイン語のすごろ

くゲームが人気です。2023年度は、クリ

スマスや春節の時期に、料理のイベント

を開催し、自分のルーツのある文化を大

切にできる機会を作りました。子どもた

ちが自分のルーツのある言語や文化に前

向きに向き合っている姿をみて、講師や

ボランティアも捉え方を改めて考えるこ

とができました。  

2024年度に向けて 
活動の中に子どもたちが楽しく集中して取り組めるようなクラフトなど、

母語を使いながら作ってみたいと思っています。今後も子どもたちが「ここ

に来たい」と思えるように、安心できて楽しいと感じるような場作りを続け

ていきたいです。  

ボランティアより 

写真右）ス

ペイン語の

活動のよう

す 

写真左）中

国語の活動

のようす 

写真右）緑地公園でBBQ 

写真左上）人生ゲームに夢中 

写真左中）CCスペースでの様子 

写真左下）遠足で万博公園へ 
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外国にルーツをもつ乳幼児のための保育活動。保育ボランティアが運営しています。 
毎週木曜日13:30～15:00 / 金曜日10:30～12:00 

2024年度に向けて 
多文化な背景をもつ子どもは豊中市内でも増えているので、参加対象者とつながり、活動を案内することにも力を入れたい

です。新しい子どもやボランティアも増えて、さらに活動が盛り上がっていくといいなと思います。 

2023年度を振り返って 
 

 活動が元に戻り、毎週一緒に過ごす中

で年齢も国も様々な子どもたちが成長し

ていく姿は目を見張るものがありまし

た。活動日によって、参加の子どもの多

い少ないもあり雰囲気もいろいろで子ど

もたちの貴重な一時期に関われたこと

は、ボランティアにとってとてもいい思

い出になりました。初めて参加する子ど

もにとっては、毎週同じボランティアが

いることで安心して過ごすことができ、

ボランティアとの関りから、他の子ども

たちと遊びを共有しながら、成長してい

ることが本当にうれしいです。 

写真）活動の様子 

ボランティアより 

韓国・朝鮮にルーツをもつ子どもたちが集まり、ソンセンニム（民族講師）やチン
グ（友だち）と自分たちの歴史や言葉、遊びなどの文化を学んでいます。毎月第3土
曜日午前中に開催。 

2023年度を 
振り返って 

 

 今年度は５月から始めて

9回実施することができま

した。ソンセンニム（民族

講師）を中心に言葉の学習

や楽器演奏、ユンノリなど

の遊びの活動をしました。

今年度は「つながり」を大

切にしてきました。名前を

呼び合うゲームをすること

で自然に友だちの名前を呼

べるようになりました。11

月には国立民族学博物館へ

のフィールドワークにも行

きました。お弁当を食べた

りゲームをしたりして、つ

ながりを深めることができ

ました。  

2024年度に向けて 
つどいの活動は子ど

もたちにとって大事な

学びの場です。ソンセ

ンニムと協力して、子

どもたちが心を開き安

心して参加できるよう

にしていきたいです。   

共催団体の豊中市在日外国人

教育推進協議会の先生方より 

写真左上）多文化フェスティバルでソゴチュムを発

表しました。 

写真上）みんぱくで韓国の家を見学しました。 

写真左下）折り紙工作。かわいいチョゴリができま

した。 
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外国にルーツをもつ若者のための居場所づくりをさまざまな角度から行っています。15歳以上の外
国にルーツをもつ若者が中心となり、国際交流センターでの活動だけでなく、地域で色々な活動に
取り組んできました。毎月第一土曜日13：30～16：00 

2023年度を振り返って 
月に1回、外国にルーツをもつ若者が

集まり、ご飯を作ったり、おしゃべ

りをしたりして過ごす居場所です。

次回の活動内容を参加者のやりたい

ことを中心に出し合い、みんなで考

えて居場所を作ってきました。23年

度は、参加者のニーズに合わせて、

月2回以上の活動を行うこともあり、

参加者同士の繋がりを大事にするこ

と が で きま し た。庄内 コ ラボ セ ン

ターでのREK CAFEや国流フェスタ

でのカフェ出店も行いました。  

2024年度に向けて 
 24年度も引き続き、コーディ

ネーター、参加者と一緒に考えな

がら、「若者のたまりば」を作っ

ていきたいです。また、活動の幅

を広げて、地域のお祭りやイベン

トでの出店も行いたいと思ってい

ます  

外国にルーツを持つ子どもたちを支援する関西の個人・団体によるネットワーク活動 

2023年度を 

振り返って 
子どもの夢応援ネッ

トワークでは、定期的

に会議を行って、情

報・意見交換を進めま

した。そのほか、静岡

県議会（子どもの孤立

対策特別委員会）の視

察受入や文部科学省へ

の働きかけ（奨学金に

ついて、在留資格「家

族滞在」を含むよう対

象拡大）や外国人に対

する教育を担当する部

署の文部科学省の担当

官を呼んでセミナーを

実施しました。 

2024年度に向けて 
定期的に集まって情報・意見交換を続けるほか、セミナーを開催したり、行政への働きか

け・提言なども積極的に進めていきたいと思います。また、在留資格がない高校生への奨学金

の設立に向けて準備を進めていきます。 

写真上)浴衣を着てとよなか祭りに行きました 写真左下）お弁当を持ってお花見に行きまし

た 写真右下）国際交流フェスタに出展。チャイを30杯も販売しました 

写真左）静岡県議会の視察受入、意見交換の様子 

写真下）セミナーで取組紹介をしました 
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日本語指導グループ「とよなかJSL」が運営主体となって、外国にルーツを持つ子どもの日本語教
室を毎週火曜、金曜17：00～19：00に実施しています。 

2023年度を振り返って 
来日すぐの初期指導だけでなく、言葉の問題で学習に不安を持つ、

外国にルーツを持つ子どもたちに、それぞれに応じた日本語指導をし

ています。通級にまで至らなくても、保護者や子どもの不安に対し、

学習相談という形でサポートもしています。昨年度は小学校低学年の

子どもたちが加わり、学年が異なる子ども同士の交流が生まれ、にぎ

やかになりました。初級から指導してきた3名の中学三年生を、高校に

送り出すこともできました。また、新しいボランティアも加わりまし

た。  

2024年度に向けて 
ある程度は話せるが、学力を自

分であげるレベルまでには達して

いないという子どもが増え、それ

ぞれの子どもにきめ細かく対応す

る必要を感じています。新旧のボ

ランティアで協力して取り組んで

いきたいと思います。  

ボランティアより 

写真）教室の様子 

「多文化フェスティバル」、帰国・渡日児童生徒学校生活サポート事業での「多言語による進路相
談会」など、学校や教育委員会との連携により、外国にルーツを持つこどもたちをサポートしてい
ます。 

2023年度を 
振り返って 

 

昨年度まではコロ

ナ禍で外国にルーツ

を持つ子ども限定の

参加でしたが、今年

度はお友だちを誘っ

て多文化フェスに参

加できるようにしま

した。会場では子ど

もたちのステージ発

表のほか、９つの

ブースが参加し、参

加者が夢中になって

遊んでいるのが印象

的でした。  

受付の対応を率先

して手伝ってくれた

子どもや、スタッフ

として遊びを教えて

くれた子どももお

り、それぞれの参加

の仕方で楽しんでく

れていました。 

2024年度に向けて 
 
 次年度も、外国につながりを持つ子どもたちが自分と同じような友だちや仲間た
ちに出会い、一緒に楽しい時間を過ごすことができる機会を大切にしていきたいと
思っています。 

多文化フェスティバルの様子。 

写真左）DJ体験、講師はライア

ンさん（中央） 

写真右上）英語落語 

写真右下）中国の切り絵体験 
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外国人市民が地域で安心して生活できるよう、必要な情報の提供と相談サービス（電話、面接）を多言語
で行う。相談体制：月/火/木/金/土曜日11時～16時／日本語、英語、フィリピノ語、タイ語、中国語、韓
国・朝鮮語、インドネシア語、ベトナム語、ネパール語、ポルトガル語（スペイン語は事前予約制） 

2023年度相談実績について 
2023年度の相談件数は2,613件であった。

2018年 度 が1,001件、2019年 度 は952件 で

あったが、2020年度に専門相談員と多言語ス

タッフが常駐する相談日を増設し、体制を強

化した結果1,848件に増加した。その後、新

型コロナウイルスを含めた「医療」の相談が

増 加 し、2021年 度 に3,376件、2022年 度 は

2,456件となった（以下、相談項目を取り上

げる場合は＜ ＞で記載）。2022年度と比べ

て2023年度は相談件数が増加し、さらに相談

者が抱える課題は複合化している様相があ

る。 

国籍別の相談件数では、ネパールが3割を

越え、前年度に引き続いて一番多い。次い

で、フィリピン、中国、外国にルーツを持つ

日本国籍順となっている。 

在留資格別の相談件数では、活動に基づく

在留資格である「家族滞在」が26％となっ

た。身分又は地位による在留資格で相対的に

安定した在留資格である「永住者」「定住

者」「日本人の配偶者等」等からの相談の合

計24.6％を初めて上回った。「家族滞在」に

ついて、さらに出身別に見るとネパールが

67％を占め、年代別に見ると10代が最も多

い。相談内容別に見ると＜学校＞に関する相

談が3割近くを占め、次いで在留資格ならび

に＜求職就職＞に関する相談が多い。これら

の傾向から相談者像の類型として、若年層が

進学などの自らのライフコース上の課題に対

応 し な が ら、在 留 資 格 上 の 不 安 や、家 族

（「技能」の在留資格で働く家族）の生計の

担い手としての課題にも直面していることが

うかがえる。 

在留資格別の相談件数について、活動に基

づく在留資格では「家族滞在」の次に「技

能」が多く、出身別に見るとこれもネパール

が91.9%を占めている。相談内容別に見ると

＜生保・公的扶助＞、居住費が低廉な＜公営

住宅＞に関する相談が多い。なお、在留資格

「技能」の人は生活保護を利用できない中

で、経済的課題を抱えていることが伺える。

また、家族を呼び寄せることができるため＜

学校＞＜保育所・幼稚園＞に関する相談も多

い（在留資格「技能」の家族は在留資格が

「家族滞在」になる）。 

日本国籍の相談者（親が外国籍であるな

ど、外国にルーツをもつ相談者）は10代と20

代で半数近くを占めており、相談内容別に見

ると＜学校」＞と＜メンタルヘルス＞で半数

近くを占める。 

フィリピンママと子どものキャンプ。豊中市立青少年自然の家わっぱるに1泊して交流しました。 

大阪弁護士会と共催で、リコン・アラート（協議離婚問題研究会）（事務局は当会）の「外国

人のための1日離婚相談ホットライン」を開催。2023年度で7年目となりました。 

リコン・アラートのシンポジウム「共同親権をめぐる議論と協議離婚制度」を対面とオンライ

ンで開催し、国際結婚家族の無断離婚防止の視点から法制審議会への申入れも行いました。 

多言語スタッフが中心となり、韓国の秋夕交流会を実施。 

多言語スタッフの発案で、ネパールの女性のお祭り「ティージ」を祝いました。 
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2024年度に向けて 
・ケースでよく対応することになる労働、発達関係の勉強会をしたい 

1回、定例で多言語スタッフ・相談員でのケース共有会議を開催する。 
 

 
 

 
 

 

【相談サービス事業における対応について】 

 

（１）ケース・ワークと他機関とのネットワーク（連携） 

 相談者の状況や相談内容が、諸制度を利用して問題の解決をはかる必要がある場合、ケース・ワークを行う。 

豊中市在住の相談者について、相談者が他機関に関わっている場合、あるいは問題対応に他機関との連携が必要な場合は、関係機関で情報を

共有したり協力するなど、より適切に対応できるようにする。 

ケース・ワークが必要だが、相談者が遠方に住んでいたり、当協会が直接の関係機関として関与しえない場合などは、相談者が住む地域の

援助機関と連携をとる。その地域で多言語の援助がない場合は、当協会スタッフが相談者に対し、彼／彼女の状況を説明したり、相談者の希

望や考えを援助機関に伝えるなど、仲介的役割を担う。 

他機関では多文化対応が不十分な場合があるため、相談者の状況についてスタッフが機関に説明し、適切な対応を依頼する。また相談者

は、どのような支援が受けられるか十分理解できないことが多いため、スタッフが相談者の母語で説明し、相談者の安心や納得を促す。その

地域で多言語対応が可能な場合でも、相談者がスタッフへの相談を望む場合は、相談者の不安を支え、相談者が適切な支援を受けられるよう

支援する。 

 

（２）心理カウンセリング 

 相談者の悩みや問題について、相談者自身の内面に焦点を当てる必要がある場合は、心理カウンセリングを行う。相談者が自分の内面に目

が向けられるよう、受容・共感・承認的応答を行い、自分の気持ちや考えに気づき、自分なりの決定や選択ができるよう支援する。 

 

（３）情報提供等 

 日常生活における情報や、行政手続等に関する情報など、相談者が法・制度や地域情報等を知らなかったり、理解していない場合は、情報

提供する。 

 例）公営住宅の申込み、交通事故の対応、病院の情報、健康診断の結果について、確定申告、求職時の書類記入等 

 

（４）安心して集えるコミュニティづくり 

センターでの他事業を利用する来館者に対し、同国・母語の仲間と出会え、安心できる環境を提供する。コミュニティ内で集う人が安心で

きるようなコミュニケーションに注意したり、ニーズに対応するなどを行った。必要であれば、随時個別相談として対応し、また逆に、相談

に訪れた人に出会いの場へ促すなどを行う。 

「日本語支援グループ・むすびめ」と協会で実

施している日本語検定サポートは、毎年日本語

能力検定試験前に実施しています。実施回数の

べ36回（写真：受験報告会の様子）。 
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Filipino Young at Heart’s Club (FYAHC) 
2016年度に（公財）大阪コミュニティ財団の助成を受けて実施した外国人高齢者の調査をふまえ
て、相談サービスで利用者が最も多いフィリピン人を対象として、40歳以上の中高年向けの居場所
を2017年5月から「Filipino Young at Heart’s Club」として2～3か月に1回程度開催しています。 

2023年度を振り返って 
 冠婚葬祭セミナー（6月）、BBQ

（7月）、多 文 化 フ ァ ッ シ ョ ン

ショーへの参加（11月）、防災セ

ミナー（2月）を開催しました。多

文化ファッションショーでは各自

工夫を重ねた衣装を準備し、会場

を盛り上げながらランウェイを歩

きました。メンバーの一人が入賞

したこともとても誇らしかったで

す。民 族 舞 踊 の ス テ ー ジ 発 表 で

は、メンバーの孫と3世代で舞台に

立つことができました。  

2024年度に向けて 
 大きなイベントではなく、ご飯を食べ

ておどっておしゃべりをする、みんなで

集まってワイワイできるような、ちょっ

とした集まりができたらいいなと思って

います。豊中まつりで披露した盆ダンス

もまたぜひやりたいと思っています。  

災害の多い日本で外国人が安心して暮らせるように、大規模災害時の外国人支援につながる啓発活
動を行い、災害時の支援体制を整備していく取り組みを各機関と連携しながら行っています。 

2023年度を 
振り返って  

 2023年 度 は9月 に 外 国 人

のための防災セミナー（講

師:大 阪 大 学・塚 本 俊 也 先

生）のほか、12月に神崎川

流域での防災訓練へのブー

ス出展、3月には消防署での

消防セミナーなど、地域と

つながった活動をすること

ができました。また、災害

時に迅速な多言語情報発信

ができるよう定型文の作成

と配信準備をすすめ、8月の

台風や1月の地震発生時には

多言語災害情報を速やかに

配 信 す る こ と が で き ま し

た。  

2024年度に向けて 
2024年も元旦から地震が日本各地で頻発しており、災害への備えがより喫緊の課題となっています。外国人を対象とした体

験型のセミナーを開催する他、地域における防災訓練へ積極的に参加したり、とよなか男女共同参画推進財団や消防署等との

連携を引き続き進めていきたいと考えています。2024年度は協会ホームページに災害専用ページも新設する予定です！ 

写真左）神崎川流域合同防災訓練では災害時多言語情報ツールの紹介等をしました。 

写真右上）消防署では傷病者の運搬訓練も行いました。 

写真右下）防災セミナーの様子 

写真上）梅田の映える会場で楽しくBBQをやりました！ 
写真下左）ファッションショーのステージ発表の舞台裏 
写真下右）それぞれ個性のある民族衣装でファッションショーに出場しました 
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小・中学生のための国際理解プログラム。地域に住む外国人を講師に迎えて交流しながら、様々な
国、地域について学びます。 

2023年度を振り返って 
 今年度は、「ペルー」「中国」「ネ

パール」「フィリピン」「韓国」を

テーマに実施しました。コロナ禍では

できなかった「みんなで料理を作って

食べる」という催しができるようにな

り、活動の幅が広がりました。料理を

始め、体を動かすクイズや遊びなど、

体験型の活動も多くあり、講師の方の

国をより身近に感じられるプログラム

になりました。子どもたちだけでな

く、講師の方からも「楽しかった」と

いう言葉を聞くことができました。  

2024年度に向けて 
 講師の方と参加者がより活発に交

流できるような工夫を考え、実施し

ていきたいです。また、広報活動に

力を入れるなど、より多くの方に活

動を知ってもらうためにできること

を考えたいと思います。  写真上右）ペルー編では講師と講師のお子さんたちとの音楽セッションがありました。 

写真上左）中国編ではみんなで薬膳をブレンドした茶を作って飲みました 

写真下）ハングル知ってるひと？はーい！ 

留学生とホストファミリーのホームビジット型の交流活動。半年から1年の期間交流しています。 
運営は「ホストファミリー世話人会」が中心になって、様々なイベントや日本文化体験事業も開催しています。 

2024年度に 
向けて 

 世間全体もデジタル化してい

く中、世話人会も同じくデジタ

ル化になり、少しずつ世話人も

次の世代へと引継ぎをしていき

たいと思っています。そして、

新しい世話人の募集もしていき

たいです。デジタル化にともな

い、ホストファミリーとのやり

取り、対面式の調整、交流会の

企画、連絡、ニューズレターの

作成や送付など、チャレンジし

ていこうと思っています  

2023年度を振り返って 
2023年の春はJASSOの留学生との対面、そして秋には大阪大学の留学生との対面が再開されました。いよいよコロナ禍前

の活動に戻りつつあります。そして2月には約4年ぶりに新規ホストファミリーボランティア登録説明会を開催したところ定員

30人を超える申し込みがあり、世話人としても嬉しい結果となりました。市民のみなさんの関心の高さに驚いています。  

写真左）ホストファミリーの地元の秋祭りに参加  写真中）浴衣を着て夏祭りに行きました  写真右上）世話人会メンバー  

写真右下）留学生たちと一緒に甲子園で野球観戦 

ボランティアより 

世話人会より 
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子育て中の外国人女性のための居場所づくりを市立図書館との共催で行っています。 
毎週火曜日10:00～12:00（会場：庄内図書館）※2023年度まで「おやこでにほんご」として活動。24年度より名称変更。 

2024年度に向けて 

 去年度に引き続き安定した活動をして外国人ママが安心して来れるような場所を作ってい

きたいです！地域の皆さんにおやこの活動をもっと知ってもらえるように広報活動も頑張り

たいです！  

2023度を 
振り返って 

 

新しいボランティア

さんがたくさん入って

くれて、一気に賑やか

な雰囲気になりまし

た。お料理のイベント

を開催して外国人ママ

さんの母国料理を作っ

たり、コロナ後初の庄

内公民館主催のキッズ

ランドにも参加して外

国語の絵本の読み聞か

せ、バザーや足型アー

トを出店しました。外

国人ママだけでなく、

地域の方にも活動を

知ってもらうきっかけ

を作ることができまし

た。  

ボランティアより 

子育て中の外国人女性のための居場所づくりを市立図書館との共催で行っています。 
毎週火曜日10:00～12:00 （会場：岡町図書館）※2023年度まで「おやこでにほんご」として活動。24年度より名称変更。 

2023年度を振り返って 
 今年度は安定して参加して下さるママさ

ん が 増 え、皆 さ んの 意 見も聞 き なが ら、

様々な活動ができたと思います。ヤマザキ

の方によるサンドイッチ教室や防災セミ

ナーもママさんのご要望から企画されたも

ので、にこやかにお子さんの写真を撮られ

たり、真剣に心臓マッサージに取り組まれ

るママさんの姿が印象的でした。ママさん

やお子さんが喜んで下さる事が、私たちに

とって一番の励みであり、お互いが高め合

える場となっています。  

2024年度に向けて 
 4月からお子さんが入園され、ママさんだけで参

加して下さる方も増えました。おとな向けのクラフ

トやイベントをより工夫してみたり、その時のメン

バーのニーズに合わせて、皆が元気をもらえる場に

していきたいです。  

写真上）谷田公園 写真下左）防災セミナー  

写真下中）ヤマザキサンドイッチ教室 

写真下）ひな祭り製作 

 

ボランティアより 

写真左）普段の活動の様子。泣いたり

お菓子を食べたり自由に過ごしていま

す 

写真右上）キッズランドでの出店の様

子 

写真右下）ラスキアイスプッラという

フィンランドのおやつを作りました 
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子育て中の外国人女性のための居場所づくりを市立図書館との共催で行っています。 
毎週火曜日10:00～12:00（会場：千里図書館）※2023年度まで「おやこでにほんご」として活動。24年度より名称変更。 

2023年度を振り返って 
 日本の文化を知ってもらえるよう

な活動を取り入れることで、参加者

とボランティアがお互いの文化を教

え合ったり、お料理会では、参加者

の国のお料理を教えてもらうことも

あります。ボランティアから参加者

へ一方的にならないように心がけて

います。また、日本語が難しい参加

者の方には翻訳アプリを駆使してコ

ミュニケーションを取ることもあり

ました。 

2024年度に向けて 
 みなさんに、よりわかりやすく、

参加しやすくなるよう、今年度から

名称が変更となりました。ボラン

ティアと参加者でアイデアを出し合

いながら、より魅惑的な企画を考え

ていきたいと考えています。 

写真上左）お祭りの定番「フルーツ飴」作り 

写真上右）万博公園でピクニック 

写真下）折り紙で「雛人形」作り 

ボランティアより 

2017年度からスタートした日本語交流活動。地域連携課東部地域係との共催で、豊中市東部・千里地域での外国人
の居場所、交流の場づくりを行っています。毎週木曜日10:00～11:30。（会場：千里公民館、千里図書館） 

2023年度を振り返って 
 活動場所や時間に厳しい制限があり、活動後の学習者とコミュニ

ケーションの時間が少なく、十分なサポートができませんでした。

その中でも、様々な事情で参加できなくなった学習者からその後も

つながりがあり嬉しいです。また、周りで日本語を学びたいと思っ

ている方に「千里にほんご」をアピールしたいです。この活動を通

してボランティアも異文化を知ることができ、日々刺激をもらって

います。  

2024年度に向けて 
学習者もボランティアも安心して楽しんで学べる交流の場にした

いです。対話で共に学ぶことを大切にしていきたいです。季節ごと

のイベントも復活させたいです。そして、ボランティア各自のレベ

ルアップも心掛けたいです。  

写真左上）学習者の発話に重きをおいて会話を進めています 

写真左中）思い思いの話題を楽しく話してくれます 

写真左下）学習者とボランティア双方の情報交換も盛んです 

ボランティアより 
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2020年度から開始。市南部の働く外国人向けに、庄内公民館（庄内コラボセンター）で実施してい
ます。毎週日曜日13:00～15:00 

2023年度を振り返って 
 

2023年2月庄内コラボセンターへ

の移転に伴い「南部にほんご」から

改称しました。学習者は平日働く人

やその家族が多く、貴重な日曜の時

間を使って日本語を学んでいます。

10月には新たに2名のボランティア

が参加し、12月には初めての茶話会

を開催しました。日頃はレベル別に

3つの教室に分かれている学習者と

ボランティア、そして普段は来るこ

とのない学習者の家族も一緒ににぎ

やかに交流することができました。  

2024年度に向けて 
 

今後は機会があればコラボセン

ターに於ける地域のイベントに参加

したり、庄内図書館とも連携して近

隣に暮らす外国人が世代を超えて共

に活動できることはないか等考えて

いきたいです。  

2020年度から開始。豊中市とその周辺の外国人向けに、オンラインの教室を実施しています。 
毎週木曜日 19:00～20:00 

2023年度を振り返って 
2023年4月から文化庁委託事

業を離れ、ボランティアが主体

的に運営していく活動になりま

した。オンラインでしか日本語

を学ぶ機会のない学習者が、仕

事や学業と両立して熱心に取り

組む姿に、ボランティアにとっ

てもやりがいを感じる場となっ

ています。豊中市とその周辺の

住民を対象にしているので、通

うとしたら少し遠い学習者もい

ますが、オンラインなら往復時

間を気にせず、夜でも安心して

自宅から参加できています。   

2024年度に向けて 
待機中の学習希望者もいるので、もっと受け入れられるよう、新しいボランティアが増えるとありがたいです。そして、

オンラインの特色を生かした教材や教え方を研究して、頼られるオンライン教室を目指していきます。  

ボランティアより 

ボランティアより 

写真上）学習の様子 

写真中）茶話会の様子 

写真下）茶話会では学習者の子どもたちも参加し盛

り上がりました 

写真左）Zoomで集合。ここから各ブレイクアウト

ルームに移動し、グループ学習をします。 

写真右）ボランティアが学習者募集のポスターも作り

ました！ 
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日本語交流活動。毎回テーマを設定しての教室形式で実施しています。学習者にはそれぞれボラン
ティアがサポートにはいり、個別対応もしています。毎週月曜日10:00～12:00 

2023年度を振り返って 

 私たちのグループの主目的である「た

くさん日本語を話す」を意識して活動し

てきました。 
 毎回変わる講師役のボランティアがそ

れぞれ身近な内容のテーマを決めて、工

夫を凝らしながら講座を進めています。

学習者とボランティアは、いつもワイワ

イと賑やかに会話を楽しんでいます。時

には書道、カルタといった実践型の内容

もありました。いつも笑顔と笑い声の絶

えない楽しい教室です。フェスタにも参

加しました。  

2024年度に向けて 
学習者とボランティアが、明るく楽

しく会話をすることにより交流できる

こと、そしてまた翌週も参加したいと

思えるような「居場所」であることを

目指しますす。 

日本語交流活動。レベル別、目的別でのグループ活動です。同じ時間帯に「多文化子ども保育にこ
にこ」もあります。毎週木曜日13:30～15:00 

2023年度を振り返って 
  コロナ禍、工事期間中の空間的・時間的困難を

乗り越え、今年度は学習者が戻ったり増えたりで活

発に活動が行えた。縮小していた活動時間を、７月

から90分に戻し、以前の２部制を90分間通す形に変

えた。より交流を深めるため、ボランティア全員で

のカフェタイム、学習者とボランティア全員での交

流会を実施した。学習者の意見を取り入れ、新ボラ

ンティア２名も加わり、全員が気持ちを一つにして

活動できたと感じる一年だった。   

2024年度に向けて 
学習者もボランティアも満足できる活動になるよう、日本語の素

材と交流を工夫していきたい。また、学習者の増加に対応するた

め、新しいボランティアを増やしたい。 

ボランティアより 

ボランティアより 

写真上）国際交流フェスタにて。学習者さんが書いた

メッセージで「もっともっと」のPRをしてもらいました 

写真下左）カルタを作って対戦しました 

写真下右）書道体験 

写真左）国際交流フェスタでの様子 

写真上）グループ

１，グループ２ 

写真中）グループ

３，グループ４ 

写真下）グループ５ 
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日本語交流活動。同じ時間帯に「多文化こども保育にこにこ」もあります。 
毎週金曜日10:30～12:00 

2023年度を振り返って 
 2023年度からはオンラインでの学習がなくな

り、対面のみの活動となりましたが、人数は学習

者・ボランティアともに、ほぼコロナ禍以前に戻

り賑やかな金あさとなりました。 

 マスク着用を継続しながら全員お互いの学びを

楽しみました。 

2024年度に向けて 
金あさの特色である学習

者のニーズに応じた交流を

活かしながら今年度はお料

理や季節の行事なども復活

させ、お互いの学びと喜び

を共有していきたいと思い

ます。 

平日働く人たちも参加できる日本語交流活動。参加者のさまざまなニーズに対応しています。 
毎週日曜日10:00～11:45 

2023年度を 
振り返って 

 対面による学習ができるようになり、新

しい学習者の参加も増えてきました。学習

者もボランティアも参加しやすい形をとっ

ているので、気軽に続けられる反面、いつ

も同じ人が対応できるとは限りませんが、

いろいろな人と学習する楽しみもあります

よ。会話を楽しみたい、日本語能力試験に

チャレンジしたい、一から日本語を学びた

い、など様々な希望に対応できるようにし

ています。是非覗いてみてくださいね。  

2024年度に向けて 
 2024年は、日本語学習が楽しくできると

共に、交流が広がりそれぞれの居場所にな

るような『がちゃがちゃだん』にしていき

ます。いつからでも始められますから、ボ

ランティア一同日曜日の午前中にお待ちし

ています。  

写真上）学習の

様子 

写真下）七夕 星

に願いを「息子

が入学試験に合

格するように」

「先日買った宝

くじが当ります

ように」 

ボランティアより 

写真上左）すてきな笑顔で自己紹介 

写真上右）新人ボランティアも大活躍！ 

写真中）笑いの絶えない学習時間 

写真下）和やかなボランティアミーティング 

ボランティアより 
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地域に暮らすすべての人のために、参加しやすく、異文化理解を促進する様々な取り組みをおこなっていきます。 

2024年度に向けて 
【世界をたべよう】 

 来年度も引き続き、参加者で一緒に料理をしたり、講師

のお話を聞きながら食文化を通じた国際理解を進めていき

たいと思っています。 

【国流シネマ・とよなかシネコン】 

 映画で取り上げたテーマをさらに深堀りできるよう、セ

ミナーや展示などの他事業との連携を図りたいと思いま

す。  
【多文化・多言語セミナー】 

 今後も引き続き、地域の皆さんと共に考えたいテーマに

ついて企画していきます。 

2023年度を振り返って 
【世界をたべよう】 

 地域在住の外国人を講師に迎え「ベトナム編」「中国薬膳

の美味しいお話編」と、２回実施しました。「ベトナム編」

ではコロナ禍以降4年ぶりとなる調理を含む活動で、とても充

実した内容になりました。中国薬膳のお話では緑丘にある

Basic珈琲にご協力いただき、地域に出かけて行っての活動と

なりました。  
【世界のミカタ】 

 今年度は庄内コラボセンターで実施と30周年記念連続セミ

ナーでの計２回開催。グループワークや講師の体験に基づい

たロールプレイを体験することで「多様な価値観」や「多文

化共生のまちづくり」等の様々なテーマについて意見交換を

する場となりました。         

【国流シネマ・とよなかシネコン】 

 外国人の人権課題を取り上げた映画を3回上映し、市民に関

心を持ってもらえるよう広報にも力を入れました。どの映画

も参加者の関心が高く、当協会の事業への関心も高まったの

ではないかと思います。 

【多文化・多言語セミナー】 

 広く市民を対象として、気軽に参加できる国際理解や多文

化共生についての学びの場を開催した。主催・共催あわせて

７つのセミナーを開催。ネパール、パレスチナ、イスラーム

などをテーマに取り上げ、のべ341人が参加しました。 

ボランティア養成講座やボランティア向け研修を開催し、多文化共生社会をつくる人づくりを行っています。 

2023年度を振り返って 
【ボランティア養成・研修】 

今年度は「日本語ボランティア養成講座」「多文

化子育て支援ボランティア養成講座」を対面で開催

しました。外部講師の話を聴くだけではなく、グ

ループワークを取り入れて参加者同士が意見交換を

したり横のつながりができるように工夫をしまし

た。また、ボランティアが活動の中で感じる困りご

と等をテーマにしたフォローアップ研修を３講座実

施しました。子どもに関わる事業のボランティア、

日本語ボランティア、外国人ボランティア等が参加

し、多角的な視点で対話もできました。 

ヨコタ・ジェリーさん（大阪大学名誉教授）を講

師に迎えて、ボランティア向けのハラスメント研修

も実施しました。 

【まるわかりセミナー】 

まるわかりセミナーは、3年振りに対面で実施し

ました。日本に暮らす外国人の状況やその生活背

景、協会事業について伝えました。参加者からも知

るだけでなく、活動に参加できたら、何かできたら

と思ってもらえました。 

2024年度に向けて 
【ボランティア養成・研修】 
来年度も引き続き、有意義なボランティア活動ができるように、ボラ

ンティアの声を聴きながら、講座や研修を充実していきたいです。 

【まるわかりセミナー】まるわかりセミナーでは、切り口、テーマを

少しずつ変えながら、多文化共生の現状と課題について学ぶ機会を定

期的に提供していきたいと思います。  

写真上）「日本語ボランティアの

ためのフォローアップ研修」の様

子 

写真右と左）養成講座のチラシ 

写真左）役重善洋さん講演会「ガザで起こっていることはジェ

ノサイドでは？」 

写真中）国流シネマ「マイスモールランド」 

写真右上）「世界を食べよう」ベトナム編講師のランさん 

写真右下）「世界の『ミカタ』」ワークショップ 
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【ESDとよなか】国連持続可能な開発のための教育の10年（2005年～2014年）の理念に基づき、次世代に渡す地域づくりのための多様なセク
ターが連携するための取り組み。【メディアリテラシー】メディア分析を通じて「外国人・日本人」の捉えられ方、考え方を見直す参加型の

講座。【講師派遣】地域の学校・諸団体への講師派遣。【開発教育教材作成プロジェクト／マイクロアグレッション啓発パンフレット作成】
2023年～2024年度にかけて協力者とともに実施中 

2023年度を振り返って 

【メディアリテラシー入門講座】ボランティア研

修として「子どもとメディア」をテーマに開催。

現在の複雑なメディア環境やその影響を知り、子

どももおとなも、どのようにメディアと付き合う

のかを考える機会となりました。  
【講師派遣】2023年度は42件の依頼があり、計

71人の講師を派遣しました（うち外国人講師43

人）。例年に比べると、中学校からたくさん依頼

をいただきました。  
【開発教育教材作成プロジェクト／マイクロアグ

レッション啓発パンフレット作成】 

 ネパールの児童生徒の増加にともなって、学校

現場でも活用してもらえる開発教育教材を作成し

ます。また、協会事業に係る人たちに向けて、悪

意のない差別である「マイクロアグレッション」

について知り、理解を深めるための啓発ツールの

作成を行っています。両方とも2023年からス

タートし、2024年度内の完成をめざして実施し

ています。 

2024年度に向けて 
【メディアリテラシー入門講座】次年度も、参加対象者の関心事やニー

ズを反映させた講座を企画したいと思います。 
【講師派遣】多文化共生を進めるため、引き続き地域との繋がりを大切

にしながら講師派遣を通じて多様な人との出会い、学びの場を創出して

いきます。  
【開発教育教材作成プロジェクト／マイクロアグレッション啓発パンフ

レット作成】2024年度の完成後も、展開や活用について積極的に取り組

みます。 

※ESDとよなか連絡会議：赤ちゃんからのＥＳＤ，市民環境会議アジェンダ21、とよなか人権文化まちづ

くり協会、とよなか国際交流協会、男女共同参画推進財団、豊中市社会福祉協議会、教育委員会（社会

教育課）、環境政策課、千里文化センター、人権政策課が構成メンバーのゆるやかなネットワーク 

メディアリテラシー講座のようす 

2023年度を振り返って 
【SNS発 信・多 言 語 広 報】協 会 ホ ー ム ペ ー ジ、

Facebook、LINEのほか、今年度は新たにInstagramでの

情報発信を始めました。毎月の「とよなかしからのおし

らせ」（豊中市報多言語版）やイベント情報、災害情報

などを9言語で写真やイベントチラシと共に定期的に発信

をしています。ぜひフォロー、いいねをお願いします！ 

【民族衣装・図書貸出】今年度は民族衣装・教材が28

件、図書151件の貸出がありました。民族衣装では小学

生が着用できるサイズの衣装を新たに購入した他、ご寄

付もたくさんいただきました。庄内図書館で民族衣装の

展示を行い、大変好評でした。また、年度末には図書

コーナーを整理し、蔵書がよりわかりやすくなるよう工

夫を施しました。  
【こくりゅうだより】協会のイベント開催予定や告知を

中心に掲載し、詳細は二次元バーコードからホームペー

ジを案内しました。毎月1400部を発行し、市内の小中学

校、公共施設、賛助会員に届けました。また、近隣高校

と連携を図り、表紙イラストを描いてもらいました。 

【ギャラリー展示】来館者のニーズに合わせて、多言語

でのチラシや展示を行いました。   

地域への情報発信、ならびにとよなか国際交流センターの貸室業務など公共空間の管理、組織運営を行ってい
ます。 

2024年度に向けて 
【SNS発信・多言語広報】2024年度は災害時多言語情報専用

ページを開設します。また、イベント告知だけでなくその報

告、普段の活用の様子についても積極的に発信を行い、より多

くの方に協会の活動を知ってもらえるように努めます。SNSの

登録もよろしくお願いします！  
【民族衣装・図書貸出】民族衣装や教材、図書をより活用して

もらえるように貸出案内を積極的に行いたいと考えています。

また、庄内図書館と連携したテーマ型の図書コーナーの設置も

新たに検討しています。  
【こくりゅうだより】報告・予告を中心に記事を作成していま

すが、豊中市の外国人に関連するトピックを定期的に掲載した

いと思います。  
【ギャラリー展示】従来の展示スペース以外の壁面や廊下を活

用し、館内入口のオープンな雰囲気づくりを目指し、展示の企

画をしていきます。 
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写真上・中）国際交流フェスタの様子  

写真下）庄内コラボセンター１Fのカフェスペースで ATOMS  REK CAFEを開催しています 

2023年度を振り返って 
【とよなか国際交流フェスタ】 

 国際交流活動を行う登録グループが実

行委員会となり、『世界と出会おう！触

れ合おう！味わおう！』をテーマに開催

しました。今年度は当日ボランティアス

タッフを募集し、登録グループのメン

バー以外にも高校生～社会人まで13名の

ボランティアスタッフの皆さんが事前準

備から当日運営までをサポートしてくれ

ました。ステージでは登録グループによ

るプレゼンテーションやダンスの発表、

世界の料理販売、子どもの遊びや文化体

験のワークショップなど、来場者370人

を超えるイベントとなりました。また、

午後のステージ全体企画では、民族衣装

ファッションショーと「みんなで踊ろ

う！ダンス体験」を開催し、観客の皆さ

んも一緒になって踊る姿が印象的でし

た。   
【しょうないREK】 

 2023年度から、しょうないREKは市民

協働事業提案制度の提案団体の名称に変

わり、引き続き庄内コラボセンターにお

いて市と協働で、リサイクル本の販売、

イベントの実施、カフェスペース（庄内

コラボセンター1階）の運営を行なって

います。特にカフェスペースでは、当協

会の取組を市南部地域で広めたり、庄内

コラボセンターに入っている機関との交

流のほか、若者事業の若者等の参加の機

会としても活用しました  
【豊中の市民活動共同デスク】 

年に３～４回、中間支援団体同士の情

報交換の場として開催しました。 

【多文化まなびあいネット】 

多文化まなびあいネットでは防災を

テーマに、先進地域の取組から学びまし

た。この後、消防とも協働で外国人向け

のセミナーを実施しました。  

様々な市民団体、中間支援組織と共に、多文化共生のまちづくりをすすめるための協働事業を実施するととも
に、市民主体の国際交流活動を促進するための相談、および支援をおこなっています。 

2024年度に向けて 
【とよなか国際交流フェスタ】 

 来場者アンケートからは「初めて来ましたがまた来たいです」「おいしい料理が食べられて良かったです」「子どもも民族

衣装を着て楽しめました」「紹介している国々の文化がわかりやすかった」「いつかスタッフとして参加したいです」などの

声が寄せられました。次年度以降、さらに多くの人を巻き込んで、フェスタを盛り上げていきたいです。  
【しょうないREK】 

 庄内コラボセンターでは、庄内にほんごなど当協会が中心となって開催している事業もあるため、活動日に合わせてカフェ

を開催するなどして、南部地域に暮らす外国人とさらにつながりたいと考えています。  
【豊中の市民活動共同デスク】 

引き続き、気軽に情報や意見の交換ができるフラットな場として継続参加できればと考えています。 

【多文化まなびあいネット】 

2024年度も防災をテーマに、地域でのネットワークと学び合いを進めていきます。 
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TOPICS① 

 

 料理研究家のコウケンテツさんを講師にお迎えし、とよなか国際交流協

会ならびにとよなか国際交流センターの設立30周年記念講演を開催しまし

た。当日は長内繁樹豊中市長のご挨拶から始まり、当協会の常務理事兼事

務局長の山野上が協会とセンターの30年を簡単に振り返るお話をさせて頂

きました。その後メインとなる『世界を食べよう！～食を通して人はつな

がる』と題した講演では、韓国出身のご両親や家庭での食生活など、家庭

料理の研究家となった原点ともなるコウケンテツさんご自身のルーツのお

話から始まり、テレビ番組でアジア、ヨーロッパの様々な国を訪れ、そこ

で出会った人々や食文化のお話、今回の講演のために特別にご用意いただいたレシピの紹介

など、盛りだくさんの内容でお話いただきました。食や文化を知るだけでなく、異なる文化

の受け入れ方、多様な人とともに生きるために大切なこと、自分自身を大切にすることな

ど、多文化共生社会を築くために大切なエッセンスが全編を通してちりばめられていまし

た。 

 ファッションショー＆コンテストを開催し、134名がすてっぷ

ホールに集いました。本イベントは、当協会につながる外国人利用

者とスタッフが外国の文化を地域に伝え、理解を深めてもらうこと

を目的に、当協会の多言語スタッフが中心になって企画したもので

す。ファッションショーはコンテスト形式で、当協会事業利用者な

ど、30組・42名が参加しました。ご自身の婚礼衣装を着た方、母親

の思い出の一着を着た方など、それぞれが自慢の民族衣装を身にま

とい、音楽にあわせてランウェイを歩く様子に、観客席からは歓声

が沸き起こっていました。その後、多文化ステージではダンスや音

楽演奏などが披露され、見て楽しい、参加して楽しい、賑やかな1

日でした。 

（写真上）入賞した3組。1位は写真中央のインドネシアの婚礼衣装でし

た。（写真下）桜塚高校ダンス部によるK-popダンス 

写真上）講師のコウケンテツさん 

写真下）長内市長のご挨拶 

 日本における外国人の状況を多角的に学び理解するための3回

連続セミナーと記念シンポジウムを開催しました。 

 第１回目は、1月21日に一橋大学名誉教授の田中宏さんに『多

文化共生社会を問う～外国人の歴史的状況から～』のテーマで

ご講演いただきました。「日本人の歴史認識の問題」、「外国

人を取り巻く制度的差別」、「外国人の地方参政権」等、外国

人の人権にとっての歴史的分岐点について学びました。 

 第2回目は、2月18日『日本で暮らす難民移住者たち』と題し 第1回目の様子 
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TOPICS② 

 

 マリンフード豊中マルチグラウンドにて外国にルーツを持つ子ど

も・若者向けのサッカー交流会を開催しました。この企画は、地域で

孤立しがちだったり、屋外の企画なら行ってみようと思う子ども・若

者が地域の仲間や支援者と出会い、交流できる場を目的とし、相談

サービス事業の一環として実施しました。 

 当日はゲストに元サッカー日本代表の本田泰人さん、岡野雅行さん

をお迎えして、白熱した交流試合を行いました。サッカー経験者も未

経験者も楽しく体を動かしました。 

 当日スタッフとして参加したシブ・クマールさんは「自分も楽しめ

たし、参加した人たちが楽しんでいる様子を見れてすごく嬉しかっ

た。来日後、今日が一番楽しくサッカーができたと言っていた子もい

た。これからも定期的にスポーツを通じて交流できる場をつくりた

い。」と語ってくれました。（シブさんを中心に、2024年度もサッ

カー交流会は継続しています。） 

 スポーツ交流は初めての試みでしたが、このような企画なら参加で

きるという人もいるため、センターを飛び出す企画も積極的に行って

いきたいと思っています。 

て、カトリック大阪高松大司教区シナピス副センター長であるビスカルド

篤子さんにご講演いただきました。外国人が法制度の外に置かれてしまっ

た様々なケースについてご説明いただき、人々が難民となる社会背景や、

日本の難民認定率が5.3％（2022年）という非常に低い中でも、「日本で生

きていかざるをえない」外国人の生活についてお話いただきました。 

 3月3日（日）は第3回として 『世界のミカタ～市民として出会い、知り

合う～』」を開催しました。「世界の『ミカタ』」は地域に暮らす外国人

市民が講師となり、擬似体験や対話を重視した国際理解プログラムです。

学校や職場など何気ない日常生活の中で 「外国にルーツのある人が実際に

体験してモヤモヤした内容」のロールプレイを行い、無自覚な差別行為などについて学びました。 

 「協会・センター設立30周年記念シンポジウム 『多文化を大事にす

る地域社会をどうデザインしていくか考える』」を開催しました。パ

ネリストの金迅野さん（立教大学大学院特任准教授/元かながわ国際交

流財団職員）、榎井縁さん（大阪大学大学院特任教授）、山野上隆史

（当協会常務理事兼事務局長）がパネリストとして登壇、「『多様

性』を大切にする地域に必要なものとは」をテーマにお話しいただき

ました。 

 

 30周年記念連続セミナー・シンポジウムには、多数の方にご参加いただきました。今後も多角的に学び考える講座を企

画してまいります。  

第2回目の様子 

登壇者の方々 

写真上）全員集合！ 

写真下）右から2人目がシブさん 
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好評販売中！ 
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【ご報告】「多文化子どもエンパワメント事業」 

多文化子どもエンパワメント事業の一事業である、外国にルーツ

を持つ子どものための日本語支援「学習支援こんぱす」ではボラン

ティアが小・中学生向けの日本語指導を行っています。また、教育

相談を実施し、日本語について気になる子どもの保護者、教員や子

ども等から相談を受け入れ、必要に応じて「こんぱす」の通級につ

なげたり、学校や自宅での支援についてのアドバイスを行ったりし

ました。定例活動は89回開催、子どもの参加のべ1127人。今後も当

事者のニーズに沿った活動を続けていきます。ご支援いただいた皆

様に心から感謝いたします。 
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青柳 隆 
赤尾 勝己 
有賀 千洋 
有田 進 
石墨 方子 
石原 毅 
伊藤 真生 
上 浩一郎 
上田 典雅 
上間 紫織 
内海 弘子 
榎井 縁 
榎原 智子 
老田 眞理子 
種田 ゆみこ 
岡田 歩美 
奥井 泰伸 
オザキ トモミ 
小野 仁彦 
梶浦 愛子 
カナムラ ヒトシ 
金築 清 
川島 孝子 
木内 淑子 
貴志 千恵子 
岸 直子 
岸田 すみ子 
金 菊子 
郡山 智代 
後藤 澄江 
榊原 礼子 
坂原 健史 
佐藤 英樹 
Sicong Chen 
宋 悟   
大源 文造 
高木 智志 
滝村 恵子 
武田 丈 

竹本 順一 
田中 雅子 
丁野 敬子 
照井 篤子 
徳弘 保 
徳弘 博子 
富岡 美知子 
友國 武 
中島 和子 
中田 峯代 
永原 武敏 
野村 亜紀 
長谷川 洋司 
伴野 多鶴子 
久木 治男 
樋渡 達成 
藤本 徳子 
細見 啓子 
松本 康之 
丸山 竹司 
本原 光弘 
森 博次 
森川 陽子 
安岡 健一 
薮田 直子 
山田 裕佳子 
山野上 隆史 
山本 愛 
山本 房代 
山本 惠信 
Yu Jingu 
吉内 恵美 
吉岡 誠一 
吉田 潤子 
 田 照文 
米津 加代子 
和田 由起子 
Wan Anmeng 
 
匿名：個人41人 
   団体1 

＜団体＞ 

RS English 

日本聖公会 石橋聖トマス教会 

公益財団法人AFS日本協会大阪北支部 

NPO法人 国際交流団体 未来 

田中バレエ・アート株式会社 

NPO法人 国際交流の会とよなか 

豊中ブリッジ同好会 

SARTAJ 

DIP RASNA 

 

 

当協会ウェブサイトからクレジットカードで

会費や寄付金をお支払いできます！ 

       お手続きは右のマークから→→→ 

 
賛助会員として協会を応援してください！ 

 

協会の理念に賛同して、会員として協会の外国人のための支援事業

を支えて下さる方を募集しています。会員になると、「こくりゅうだよ

り」などの情報を毎月郵送でお届けします。 

お支払い（お申込み）はクレジットカード（当会ウェブサイトから）、郵

便振替、当会受付で現金支払いが可能です。 

 

当会への会費（寄付金）は税額控除の対象となります！ 
 

郵便振替の場合、以下の郵便振替口座あてに年会費をご送金くださ

い（通信欄に「賛助会員年会費」と明記して下さい）。 

 

●加入者名： 公益財団法人とよなか国際交流協会 

●口座番号：００９９０ー３ー３０５８２８ 
●年会費： 個人3,000円、団体10，000円、法人10,000円 

            （会員期間：4月～翌3月末） 

※ご寄付も随時受け付けています！  （税額控除の対象となります）  

※他、未使用テレカや書き損じはがき、中古ゲームソフトなども集めています。 

広告協賛 
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（2024年6月18日現在、順不同、敬称略） 

【理事】 

理事長：松本 康之（弁護士：長野総合法律事務所） 

常務理事：山野上 隆史（とよなか国際交流協会事務局長） 

榎井 縁（藍野大学医療保健学部教授） 

大島 昭子（ボランティアグループ音・音オカリーナ代表） 

浦 耕太郎（豊中市立小学校教諭） 

服部 圭子（近畿大学生物理工学部教授） 

徳弘 博子（豊中市民） 

田中 逸郎（NPO法人NPO政策研究所理事） 

ヨコタ ジェリー（大阪大学名誉教授） 

片山 フィオナ（豊中市民） 

 

【監事】 

種田 ゆみこ（種田ゆみこ公認会計士税理士事務所） 

呉 幸 哲 （呉税理士事務所） 

山上 真理（公認会計士 山上事務所） 

【評議員】 

野崎 志帆（甲南女子大学文学部多文化コミュニケーション学科教授） 

窪 誠（大阪産業大学経済学部教授） 

園崎 寿子（エクパット・ジャパン・関西共同代表） 

宋 悟（NPO法人IKUNO・多文化ふらっと理事・事務局長） 

大家 幸子（豊中市立中学校教諭） 

伴野 多鶴子（豊中市民） 

上村 有里（NPO法人とよなかESDネットワーク事務局長） 

オチャンテ カルロス（奈良学園大学教員） 

ラッタナセリーウォン センティアン（大阪大学人文学研究科助教） 

 

【顧問】 

金 菊子（大阪女学院大学特任講師） 

南 一成（元公益財団法人大阪府国際交流財団常務理事兼事務局長） 

柴田 亨（よみかき茶屋コーディネーター） 

 

山野上 隆史(事務局長) 
山本 愛（事務局次長兼事業主任） 

山根 絵美（事業主任） 
三木 幸美（事業主任） 
大庭 みゆき（事業担当） 

カツラ シャハラ（事業担当） 
安村 梨紗（事業担当） 
安藤 綾子（総務主任） 

林 陽（総務担当） 
三谷 あゆ子（総務担当） 

吉嶋 かおり（主任相談員） 
ラボルテ 雅樹（相談員） 

賈 晨（多言語スタッフ/中国語） 
平松 マリア（多言語スタッフ/フィリピノ語・英語） 
朴 貞 淑（多言語スタッフ/韓国・朝鮮語） 

バティ シュレスタ（多言語スタッフ/ネパール語） 
プリーチャーパンヤー シャヤーポーン（多言語スタッフ/タイ語） 
中原 あや子エリアネ（多言語スタッフ/ポルトガル語・英語） 

長岡 ハン（多言語スタッフ/ベトナム語） 

広告協賛 
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